
講
義
資
料
（
二
〇
〇
七
年
八
月
十
二
日
）

は
じ
め
に

【
資
料
１
】
米
『
タ
イ
ム
』
誌
、
日
本
共
産
党
に
注
目
／
活
気
に
あ
ふ
れ
健
在

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
週
刊
誌
『
タ
イ
ム
』
電
子
版
が
、
四
〇
万
の
党
員
と
四
三
六
万
票
（
05
年
総
選
挙
）
を

得
て
い
る
日
本
共
産
党
に
注
目
し
、
志
位
和
夫
委
員
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
学
生
党
員
な
ど
の
声
も
織
り
交
ぜ
な

が
ら
、
「
共
産
主
義
は
日
本
で
活
気
に
あ
ふ
れ
健
在
」
と
題
す
る
記
事
を
掲
載
（
22
日
）
し
ま
し
た
。

「
日
本
共
産
党
は
お
そ
ら
く
、
ア
ジ
ア
あ
る
い
は
世
界
の
中
で
も
っ
と
も
成
功
し
て
い
る
非
政
権
党
の
共
産
党

だ
ろ
う
」
。
記
事
は
冒
頭
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
の
藍
平
児
研
究
員
の
こ
ん
な
評
価
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
ソ
連
崩
壊
後
十
五
年
以
上
た
つ
の
に
世
界
第
二
の
経
済
大
国
で
頑
張
り
続
け
る
共
産
党
」
「
日
本
共

産
党
は
絶
滅
と
は
ほ
ど
遠
い｣

と
の
べ
、
過
去
の
侵
略
戦
争
に
反
対
し
た
党
史
に
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
国
内
政
治
で
は
「
日
本
政
界
の
大
政
党
は
明
確
で
一
貫
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
持
っ
て
お
ら
ず

…
識
別
で
き
る
よ
う
な
政
治
的
な
立
場
の
違
い
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
指
摘
。
現
在
、
「
国
会
で
（
衆
参
）
七
二
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二
議
席
の
う
ち
た
っ
た
一
八
議
席
し
か
な
い
も
の
の
、
日
本
共
産
党
は
し
ば
し
ば
、
日
本
の
旧
態
依
然
た
る
政
治

へ
の
唯
一
の
真
の
野
党
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」
と
の
べ
、
「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題
で
の
安
倍
首
相
ら

へ
の
追
及
や
金
銭
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
暴
露
を
紹
介
。
参
院
選
で
日
本
共
産
党
は
「
抗
議
に
と
ど
ま
ら
な
い
票
を
集

め
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
結
ん
で
い
ま
す
。
（
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
七
月
一
日
付
）

【
資
料
２
】
Ｒ
25
が
マ
ル
ク
ス
へ
の
手
紙

- 2 -

リクルート社の無料情報誌『Ｒ25』2007年2月15日号



【
資
料
３
】
マ
ル
ク
ス
経
済
学
が
「
一
番
面
白
い
」

「
『
落
ち
こ
ぼ
れ
で
も
わ
か
る
マ
ク
ロ
経
済
学
の
本
』
と
『
落
ち
こ
ぼ
れ
で
も
わ
か
る
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
本
』
。

そ
し
て
こ
れ
が
３
作
目
の
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
本
で
す
。
出
版
す
る
の
が
最
後
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
実

は
マ
ル
ク
ス
経
済
学
編
を
一
番
最
初
に
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
単
純
に
、
『
一
番
面
白
か
っ
た
か
ら
』
。
他
人
に

言
う
と
、
よ
く
不
思
議
が
ら
れ
ま
す
。

今
で
は
マ
ル
ク
ス
を
教
え
な
い
大
学
も
多
い
み
た
い
で
す
。
ぼ
く
の
大
学
で
は
マ
ル
ク
ス
の
授
業
は
あ
り
ま
し

た
が
、
マ
ク
ロ
や
ミ
ク
ロ
と
比
べ
て
み
る
と
、
雰
囲
気
的
に
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
『
経
済
学
』
で
は
な
く
、
『
歴

史
』
と
見
て
い
る
部
分
が
強
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

確
か
に
マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
勉
強
し
て
も
株
の
デ
イ
ト
レ
ー
ド
で
儲
け
た
り
、
来
年
末
の
円
相
場
を
予
想
し
た

り
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
で
も
そ
れ
は
マ
ク
ロ
経
済
学
・
ミ
ク
ロ
経
済
学
も
同
じ
で
、
ど
れ
も
経
済
が

ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か
を
理
解
す
る
た
め
の
「
ベ
ー
ス
」
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

マ
ル
ク
ス
経
済
学
は
経
済
の
原
理
、
原
則
で
あ
る
と
ぼ
く
は
考
え
て
い
ま
す
。
な
ぜ
お
金
が
な
き
ゃ
い
け
な
い

の
か
、
な
ぜ
商
品
は
商
品
と
な
り
え
る
の
か
、
資
本
家
は
ど
う
や
っ
て
利
益
を
得
て
い
る
の
か
、
労
働
者
の
給
料

は
ど
う
や
っ
て
決
ま
っ
て
い
る
の
か
、
な
ど
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
体
系
的
に
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

確
か
に
小
難
し
い
表
記
が
多
い
で
す
が
、
言
っ
て
い
る
事
は
資
本
主
義
経
済
、
特
に
日
本
経
済
に
は
よ
く
当
て

は
ま
り
ま
す
の
で
、
現
実
に
置
き
換
え
て
考
え
て
み
る
と
意
外
と
分
か
り
や
す
い
で
す
よ
。
」
（
小
暮
太
一
『
マ

ル
ク
ス
る
？

世
界
一
簡
単
な
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
本
』
マ
ト
マ
商
事
、
二
〇
〇
七
年
一
月
、
「
は
じ
め
に
」
よ

り
）

一
、
社
会
主
義
と
は
何
か

【
資
料
４
】
そ
も
そ
も
社
会
主
義
と
は

「
現
代
の
社
会
主
義
は
、
そ
の
内
容
か
ら
い
え
ば
、
ま
ず
、
一
方
で
は
い
ま
の
社
会
に
ゆ
き
わ
た
っ
て
い
る
、

有
産
者
と
無
産
者
、
資
本
家
と
賃
労
働
者
の
階
級
対
立
の
直
観
か
ら
、
他
方
で
は
生
産
の
な
か
に
ゆ
き
わ
た
っ
て

い
る
無
政
府
状
態
の
直
観
か
ら
生
ま
れ
た
産
物
で
あ
る
。
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
一
八
八
〇
年
、

古
典
選
書
シ
リ
ー
ズ
、
新
日
本
出
版
社
、
二
三
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
５
】
代
表
的
な
空
想
的
社
会
主
義
者

○
サ
ン
‐
シ
モ
ン
（
一
七
六
〇
～
一
八
二
五
年
）

フ
ラ
ン
ス
の
空
想
的
社
会
主
義
者
。
貴
族
出
身
で
、
軍
人
と
し
て
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
参
加
。
フ
ラ
ン
ス

革
命
の
さ
い
、
国
有
地
売
却
の
投
機
で
も
う
け
、
そ
の
富
を
も
と
に
理
想
社
会
の
研
究
を
お
こ
な
っ
た
。
主
著

『
産
業
者
の
教
理
問
答
』
（
一
八
二
三
～
二
四
年
）

○
シ
ャ
ル
ル
・
フ
ー
リ
エ
（
一
七
七
二
～
一
八
三
七
年
）

フ
ラ
ン
ス
の
空
想
的
社
会
主
義
者
。
商
人
の
出
身
。
主
著
『
四
運
動
お
よ
び
一
般
運
命
の
理
論
』
（
一
八
〇

八
年
）
、
『
産
業
的
・
組
合
的
新
世
界
』
（
一
八
二
九
年
）
な
ど
。

○
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
（
一
七
七
一
～
一
八
五
八
年
）

イ
ギ
リ
ス
の
空
想
的
社
会
主
義
者
。
一
八
〇
〇
年
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
・
ラ
ナ
ー
ク
の
紡
績
工
場

の
経
営
者
に
な
り
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
労
働
者
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
。
そ
の
後
、
共
産
主
義
に
す
す
み
、

一
八
二
五
年
、
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
州
に
二
万
エ
ー
カ
ー
の
土
地
を
か
っ
て
共
産
主
義
村
を
つ
く
っ
た

が
失
敗
。
「
幼
稚
園
の
発
案
者
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
）
、
協
同
組
合
の
生
み
の
親
。
一
八
三
四
年
に
は
、
イ
ギ
リ

ス
の
「
全
国
労
働
組
合
大
連
合
」
の
結
成
に
も
か
か
わ
る
。
主
著
『
新
社
会
観
』
（
一
八
一
二
～
一
三
年
）
、

『
ラ
ナ
ー
ク
州
報
告
』
（
一
八
二
〇
年
）
、
『
新
道
徳
世
界
の
書
』
（
一
八
三
六
～
四
四
年
）
な
ど
。
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【
資
料
６
】
空
想
的
社
会
主
義
は
な
ぜ
乗
り
越
え
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か

「
資
本
主
義
的
生
産
の
未
成
熟
な
状
態
、
未
成
熟
な
階
級
の
状
態
に
は
、
未
成
熟
な
理
論
が
照
応
し
て
い
た
。

未
発
達
な
経
済
的
関
係
の
な
か
に
ま
だ
か
く
さ
れ
て
い
た
社
会
的
課
題
の
解
決
は
、
頭
の
中
か
ら
作
り
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
…
…
必
要
な
こ
と
は
、
社
会
制
度
の
新
し
い
、
い
っ
そ
う
完
全
な
体
系
を
考
案
し
、
こ
れ

を
宣
伝
に
よ
り
、
可
能
な
場
合
に
は
模
範
的
実
験
の
実
例
に
よ
っ
て
、
外
か
ら
社
会
に
お
し
つ
け
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
新
し
い
社
会
体
系
は
、
は
じ
め
か
ら
空
想
に
な
る
よ
う
に
運
命
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
」
（
エ
ン
ゲ

ル
ス
『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
、
三
二
～
三
三
ペ
ー
ジ
）

「
社
会
主
義
を
科
学
に
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
そ
れ
が
実
在
的
な
基
盤
の
上
に
す
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
」
（
同
前
、
四
六
ペ
ー
ジ
）

「
従
来
の
社
会
主
義
は
た
し
か
に
現
存
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
と
そ
の
結
果
を
批
判
し
た
が
、
し
か
し
そ
れ

を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
か
な
っ
た
し
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
克
服
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
従
来
の
社
会

主
義
は
そ
れ
を
簡
単
に
悪
い
も
の
と
し
て
投
げ
捨
て
る
こ
と
が
で
き
た
だ
け
で
あ
る
。
」
（
同
前
、
六
〇
ペ
ー
ジ
）

「
す
べ
て
の
社
会
的
変
動
と
政
治
的
変
革
の
究
極
の
原
因
は
、
人
間
の
頭
の
な
か
に
、
す
な
わ
ち
、
永
遠
の
真

理
と
正
義
に
つ
い
て
の
人
間
の
認
識
の
発
展
に
求
め
る
べ
き
で
な
く
て
、
生
産
様
式
と
交
換
様
式
の
変
化
に
求
め

る
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
は
哲
学
の
な
か
で
な
く
て
、
そ
の
時
期
の
経
済
の
な
か
に
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
あ

ば
き
出
さ
れ
た
弊
害
を
取
り
除
く
た
め
の
手
段
も
ま
た
、
変
化
し
た
生
産
関
係
そ
の
も
の
の
な
か
に
―
―
多
か
れ

少
な
か
れ
発
展
し
て
―
―
存
在
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
…
…
。
こ
の
手
段
は
、
け
っ
し
て
頭
の
な
か
で
考
案
す

べ
き
も
の
で
は
な
く
て
、
頭
を
つ
か
っ
て
現
在
の
生
産
の
物
質
的
事
実
の
な
か
に
発
見
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
」

（
同
前
、
六
二
ペ
ー
ジ
）

二
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
科
学
の
目
」

【
年
表
１
】
マ
ル
ク
ス
の
歩
み
か
ら

一
八
三
六
年

ベ
ル
リ
ン
大
学
法
学
部
に
入
学
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
を
研
究
し
、
「
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
」
の
一
員

と
な
る
。

一
八
四
二
年

大
学
卒
業
後
、
ラ
イ
ン
州
の
急
進
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
が
創
刊
し
た
「
ラ
イ
ン
新
聞
」
の
寄
稿
者
に
。

一
〇
月
か
ら
は
編
集
長
と
し
て
、
革
命
的
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
反
動
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
政
府
批

判
を
展
開
。

一
八
四
三
年

三
月
、
「
ラ
イ
ン
新
聞
」
編
集
部
を
去
り
、
パ
リ
に
移
住
。

一
八
四
四
年

『
独
仏
年
誌
』
を
創
刊
。
マ
ル
ク
ス
「
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
に
よ
せ
て
」
「
ヘ
ー
ゲ
ル
法
哲
学
批
判
序

説
」
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
国
民
経
済
学
批
判
大
綱
」
を
掲
載
。
こ
の
な
か
で
、
観
念
論
か
ら
唯
物
論

へ
、
革
命
的
民
主
主
義
か
ら
共
産
主
義
の
立
場
に
前
進
。

八
月
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
マ
ル
ク
ス
を
訪
問
。
二
人
の
理
論
上
の
一
致
を
確
認
し
、
共
同
が
始
ま
る
。

一
八
四
五
年

共
同
し
て
『
聖
家
族
』
を
刊
行
、
「
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
」
の
バ
ウ
ア
ー
を
批
判
。

エ
ン
ゲ
ル
ス
『
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者
階
級
の
状
態
』
刊
行
。

「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
の
共
同
執
筆
を
開
始
（
～
四
六
年
七
月
ご
ろ
）
。

一
八
四
六
年

ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
共
産
主
義
通
信
委
員
会
を
つ
く
る
。

一
八
四
七
年

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
、
「
正
義
者
同
盟
」
に
加
盟
。
六
月
、
「
正
義
者
同
盟
」
は
「
共
産
主

義
者
同
盟
」
と
改
称
（
第
一
回
大
会
）
。
一
二
月
、
第
二
回
大
会
、
綱
領
の
起
草
を
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
に
委
ね
る
。

一
八
四
八
年

二
月
、
『
共
産
党
宣
言
』
刊
行
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○
ヘ
ー
ゲ
ル
（
一
七
七
〇
～
一
八
三
一
年
）

ド
イ
ツ
古
典
哲
学
を
代
表
す
る
哲
学
者
。
一
八
一
八
年
か
ら
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
哲
学
教
授
に
な
り
、
一
八
二

九
～
三
〇
年
に
は
同
総
長
。
へ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
体
系
は
当
時
の
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の
「
国
定
哲
学
」
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
地
位
を
占
め
た
。

ヘ
ー
ゲ
ル
に
よ
れ
ば
、
世
界
は
「
精
神
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
精
神
そ
の
も
の
で
あ
る
。
彼
は
、
こ
の
精

神
を
「
絶
対
理
念
」
と
呼
び
、
永
遠
の
昔
か
ら
世
界
の
ど
こ
か
に
存
在
す
る
「
絶
対
理
念
」
が
自
己
展
開
し
て

ゆ
く
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
、
「
絶
対
理
念
」
は
ま
ず
、
純
粋
な
「
存
在
」
（
た
だ
あ
る
と
い
う
だ
け
の
こ
と
）

か
ら
出
発
し
て
、
「
絶
対
理
念
」
に
到
達
す
る
。
そ
こ
で
こ
ん
ど
は
、
み
ず
か
ら
を
外
化
し
て
自
然
と
な
り
、

自
然
の
な
か
か
ら
生
命
が
生
ま
れ
、
人
間
が
あ
ら
わ
れ
、
人
間
の
精
神
の
発
展
に
お
い
て
、
ふ
た
た
び
「
絶
対

理
念
」
に
復
帰
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
絶
対
理
念
」
の
自
己
展
開
が
世
界
で
あ
り
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
体
系
そ

の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
し
た
。

○
「
青
年
ヘ
ー
ゲ
ル
派
」

へ
ー
ゲ
ル
の
死
後
、
ヘ
ー
ゲ
ル
学
派
の
な
か
で
、
弁
証
法
的
方
法
を
主
要
な
も
の
と
み
な
し
、
宗
教
批
判
を

展
開
し
た
グ
ル
ー
プ
。
「
ヘ
ー
ゲ
ル
左
派
」
と
も
い
う
。
宗
教
批
判
は
実
質
的
に
は
当
時
の
封
建
体
制
へ
の
批

判
を
意
味
し
、
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
一
時
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
国
の

反
動
支
配
が
強
化
さ
れ
る
な
か
で
、
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
（
『
キ
リ
ス
ト
教
の
本
質
』
一
八
四
一
年
）
の
よ
う

に
唯
物
論
の
立
場
に
す
す
む
人
物
も
現
わ
れ
た
が
、
多
く
は
観
念
論
的
批
判
に
終
始
し
た
。
の
ち
に
マ
ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
観
念
論
的
な
批
判
に
終
始
す
る
立
場
を
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
し
て
批
判
し
た
。

【
表
１
】
唯
物
論
か
観
念
論
か

【
資
料
７
】
哲
学
の
根
本
問
題

「
す
べ
て
の
哲
学
の
、
と
く
に
近
代
の
哲
学
の
、
大
き
な
根
本
問
題
は
、
思
考
と
存
在
と
の
関
係
に
か
ん
す
る

問
題
で
あ
る
。
…
…

…
…
存
在
に
た
い
す
る
思
考
の
、
自
然
に
た
い
す
る
精
神
の
関
係
と
い
う
問
題
、
す
な
わ
ち
哲
学
全
体
の
最
高

の
問
題
…
…
。
存
在
に
た
い
す
る
思
考
の
地
位
に
関
す
る
問
題
は
、
中
世
の
ス
コ
ラ
学
に
お
い
て
も
や
は
り
大
き

な
役
割
を
演
じ
て
お
り
、
本
源
的
な
も
の
は
な
ん
で
あ
る
か
、
精
神
か
そ
れ
と
も
自
然
か
と
い
う
問
題
、
こ
の
問

題
は
、
教
会
と
の
関
係
で
い
う
と
、
神
が
世
界
を
創
造
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
世
界
は
永
遠
の
昔
か
ら
存
在
し
て

い
る
の
か
、
と
い
う
ふ
う
に
先
鋭
化
さ
れ
た
。

こ
の
問
題
に
答
え
る
立
場
に
し
た
が
っ
て
、
哲
学
者
た
ち
は
二
つ
の
大
き
な
陣
営
に
分
か
れ
た
。
自
然
に
た
い

し
て
精
神
の
本
源
性
を
主
張
し
、
し
た
が
っ
て
結
局
の
と
こ
ろ
、
な
ん
ら
か
の
仕
方
の
世
界
創
造
を
み
と
め
た
人

- 5 -

・
自
然
や
物
質
が
本
源
的
な
も
の
で
あ
る
。
人
間
の

感
覚
や
意
識
は
、
物
質
で
あ
る
脳
・
神
経
の
働
き

で
あ
る
。

・
自
然
も
社
会
も
、
客
観
的
に
実
在
す
る
。

・
「
自
分
」
を
含
む
人
間
は
、
そ
う
し
た
自
然
や
社

会
の
一
部
で
あ
る
。

唯
物
論

・
人
間
の
精
神
や
意
識
が
本
源
的
な
も
の
で
あ
る
。

・
「
世
界
」
は
、
人
間
の
意
識
や
精
神
に
よ
っ
て
成
り

立
っ
て
い
る
。

・
人
間
の
意
識
か
ら
独
立
し
た
客
観
的
存
在
な
ど
と
い

う
も
の
は
実
在
し
な
い
。

観
念
論



び
と
は
…
…
観
念
論
の
陣
営
を
形
づ
く
っ
た
。
自
然
を
本
源
的
な
も
の
と
み
た
他
の
人
び
と
は
、
唯
物
論
の
種
々

の
学
派
に
属
す
る
。

観
念
論
と
唯
物
論
と
い
う
二
つ
の
言
い
あ
ら
わ
し
は
、
本
来
、
こ
れ
以
外
の
意
味
を
も
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
本

で
も
こ
れ
ら
二
つ
は
、
こ
れ
以
外
の
意
味
に
は
つ
か
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
二
つ
に
こ
れ
以
外
の
意
味
を
も
ち

込
む
と
、
ど
ん
な
混
乱
が
生
じ
て
く
る
か
は
、
以
下
に
み
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
フ
ォ
イ
エ
ル

バ
ッ
ハ
論
』
一
八
八
八
年
、
古
典
選
書
シ
リ
ー
ズ
、
新
日
本
出
版
社
、
三
〇
～
三
三
ペ
ー
ジ
）

【
表
２
】
弁
証
法
的
な
も
の
の
見
方
の
特
徴

（
不
破
哲
三
『
科
学
的
社
会
主
義
を
学
ぶ
』
新
日
本
出
版
社
、
四
六
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
８
】
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
的
方
法

「
私
の
弁
証
法
的
方
法
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
と
は
正

反
対
の
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
と
っ
て
は
、
彼
が
理
念
と
い
う
名
の
も
と
に
一
つ
の
自
立
的
な
主
体
に
転
化

し
さ
え
し
た
、
思
考
過
程
が
、
現
実
的
な
も
の
の
創
造
者
で
あ
っ
て
、
現
実
的
な
も
の
は
た
だ
そ
の
外
的
現
象
を

な
す
に
す
ぎ
な
い
。
私
に
あ
っ
て
は
反
対
に
、
観
念
的
な
も
の
は
、
人
間
の
頭
脳
の
な
か
で
置
き
換
え
ら
れ
、
翻

訳
さ
れ
た
物
質
的
な
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

…
…
弁
証
法
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
手
の
な
か
で
こ
う
む
っ
て
い
る
神
秘
化
は
、
彼
が
弁
証
法
の
一
般
的
な
運
動
諸
法

則
を
は
じ
め
て
包
括
的
で
意
識
的
な
仕
方
で
叙
述
し
た
と
い
う
こ
と
を
、
決
し
て
さ
ま
た
げ
る
も
の
で
は
な
い
。

弁
証
法
は
ヘ
ー
ゲ
ル
に
あ
っ
て
は
さ
か
立
ち
し
て
い
る
。
神
秘
的
な
外
皮
の
な
か
に
合
理
的
な
核
心
を
発
見
す
る

た
め
に
は
、
そ
れ
を
ひ
っ
く
り
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
神
秘
化
さ
れ
た
形
態
で
、
弁
証
法
は
ド
イ
ツ
の
流
行
と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
現
存
す
る
も
の

を
神
々
し
い
も
の
に
す
る
よ
う
に
見
え
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
合
理
的
な
姿
態
で
は
、
弁
証
法
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア

ジ
ー
や
そ
の
空
論
的
代
弁
者
に
と
っ
て
は
、
忌
ま
わ
し
い
も
の
で
あ
り
、
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
弁
証
法
は
、
現
存
す
る
も
の
の
肯
定
的
理
解
の
う
ち
に
、
同
時
に
ま
た
、
そ
の
否
定
、
そ
の
必
然
的
没
落
の

理
解
を
含
み
、
ど
の
生
成
し
た
形
態
を
も
運
動
の
流
れ
の
な
か
で
、
し
た
が
っ
て
ま
た
そ
の
経
過
的
な
側
面
か
ら

と
ら
え
、
な
に
も
の
に
よ
っ
て
も
威
圧
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
本
質
上
批
判
的
で
あ
り
革
命
的
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
「
第
二
版
へ
の
あ
と
書
き
」
、
『
資
本
論
』
新
日
本
出
版
社
、
新
書
版
①
二
八
～
二
九
ペ
ー

ジ
）
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・
も
の
ご
と
を
世
界
の
全
般
的
な
連
関
の
な
か
で
と

ら
え
る
。

・
す
べ
て
を
生
成
と
消
滅
、
運
動
と
変
化
の
な
か
で

と
ら
え
る
。

・
固
定
的
な
境
界
や
「
不
動
の
対
立
」
に
と
ら
わ
れ

な
い
。
反
対
物
へ
の
転
化
も
視
野
に
い
れ
る
。

弁
証
法
的
な
見
方

・
も
の
ご
と
を
、
個
々
ば
ら
ば
ら
に
と
ら
え
る
。

・
固
定
し
た
、
い
ち
ど
与
え
ら
れ
た
ら
そ
れ
き
り
変

わ
ら
な
い
も
の
と
し
て
と
ら
え
る
。

・
も
の
ご
と
を
、
「
白
は
白
、
黒
は
黒
」
と
い
う
絶

対
的
な
対
立
の
な
か
で
と
ら
え
る
。

形
而
上
学
的
な
見
方



【
資
料
９
】
史
的
唯
物
論
の
「
定
式
」
（
マ
ル
ク
ス
『
経
済
学
批
判
』
序
言
）

「
私
の
研
究
に
と
っ
て
導
き
の
糸
と
し
て
役
立
っ
た
一
般
的
結
論
は
、
簡
単
に
次
の
よ
う
に
定
式
化
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
イ
）
人
間
は
、
彼
ら
の
生
活
の
社
会
的
生
産
に
お
い
て
、
一
定
の
、
必
然
的
な
、
彼
ら
の
意
志
か
ら
独
立
し

た
諸
関
係
に
は
い
り
込
む
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
の
物
質
的
生
産
諸
力
の
一
定
の
発
展
段
階
に
対
応
す
る
生
産
諸
関

係
に
は
い
り
込
む
。
こ
れ
ら
の
生
産
諸
関
係
の
総
体
は
、
社
会
の
経
済
的
構
造
を
形
成
す
る
。
こ
れ
が
現
実
の
土

台
で
あ
り
、
そ
の
上
に
一
つ
の
法
的
か
つ
政
治
的
な
上
部
構
造
が
そ
び
え
立
ち
、
そ
の
土
台
に
一
定
の
社
会
的
諸

意
識
形
態
が
対
応
す
る
。
物
質
的
生
活
の
生
産
様
式
が
、
社
会
的
、
政
治
的
お
よ
び
精
神
的
生
活
過
程
全
般
を
制

約
す
る
。
人
間
の
意
識
が
そ
の
存
在
を
規
定
す
る
の
で
は
な
く
、
逆
に
、
人
間
の
社
会
的
存
在
が
そ
の
意
識
を
規

定
す
る
。

（
ロ
）
社
会
の
物
質
的
生
産
諸
力
は
、
そ
の
発
展
の
あ
る
段
階
で
、
そ
れ
ま
で
そ
れ
ら
が
そ
の
内
部
で
運
動
し

て
き
た
既
存
の
生
産
諸
関
係
と
、
あ
る
い
は
そ
れ
の
法
律
的
表
現
に
す
ぎ
な
い
所
有
諸
関
係
と
、
矛
盾
す
る
よ
う

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
諸
関
係
は
、
生
産
諸
力
の
発
展
の
諸
形
態
か
ら
そ
の
桎
梏
（
し
っ
こ
く
）
に
一
変
す
る
。
そ

の
と
き
に
社
会
革
命
の
時
期
が
始
ま
る
。
経
済
的
基
礎
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
、
巨
大
な
上
部
構
造
の
全
体
が
、

徐
々
に
せ
よ
急
速
に
せ
よ
、
く
つ
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
変
革
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
経
済
的
な
生
産

諸
条
件
に
起
き
た
自
然
科
学
的
に
正
確
に
確
認
で
き
る
物
質
的
な
変
革
と
、
人
間
が
こ
の
衝
突
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
こ
れ
と
た
た
か
っ
て
決
着
を
つ
け
る
場
と
な
る
、
法
律
、
政
治
、
宗
教
、
芸
術
、
ま
た
は
哲
学
の
諸
形
態
、

簡
単
に
言
え
ば
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
諸
形
態
と
を
、
つ
ね
に
区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
個
人
が
な
ん
で
あ
る

か
を
判
断
す
る
場
合
に
、
そ
の
個
人
が
自
分
を
う
ぬ
ぼ
れ
描
く
評
価
に
は
頼
れ
な
い
の
と
同
様
に
、
こ
の
よ
う
な

変
革
の
時
期
を
、
そ
の
時
期
の
意
識
を
も
と
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
こ
の
意
識
を
、

物
質
的
生
活
の
諸
矛
盾
か
ら
、
す
な
わ
ち
社
会
的
生
産
諸
力
と
生
産
諸
関
係
と
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
衝
突
か
ら
、

説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ハ
）
一
つ
の
社
会
構
成
体
は
、
す
べ
て
の
生
産
諸
力
が
そ
の
な
か
で
は
も
う
発
展
の
余
地
が
な
い
ほ
ど
に
発

展
し
き
ら
な
い
う
ち
は
、
け
っ
し
て
没
落
す
る
こ
と
は
な
く
、
ま
た
、
新
し
い
さ
ら
に
高
度
の
生
産
諸
関
係
は
、

そ
の
物
質
的
な
存
在
諸
条
件
が
古
い
社
会
自
体
の
胎
内
で
孵
化
し
き
ら
な
い
う
ち
は
、
け
っ
し
て
古
い
も
の
に
取
っ

て
代
わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
だ
か
ら
、
人
間
は
つ
ね
に
、
み
ず
か
ら
が
解
決
で
き
る
課
題
だ
け
を
み
ず
か
ら
に

提
起
す
る
。
と
い
う
の
は
、
や
や
立
ち
入
っ
て
考
察
し
て
み
る
と
つ
ね
に
わ
か
る
こ
と
だ
が
、
課
題
そ
の
も
の
が

生
ま
れ
る
の
は
、
そ
の
解
決
の
物
質
的
諸
条
件
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
か
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
そ
れ
ら
が
生

じ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
把
握
さ
れ
る
場
合
だ
け
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

（
ニ
）
大
づ
か
み
に
言
っ
て
、
ア
ジ
ア
的
、
古
代
的
、
封
建
的
お
よ
び
近
代
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
様
式
が
、
経

済
的
社
会
構
成
体
の
進
歩
し
て
い
く
諸
時
期
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
生
産
諸
関
係
は
、
社

会
的
生
産
過
程
の
最
後
の
敵
対
的
形
態
で
あ
る
。
敵
対
的
と
い
う
の
は
、
個
人
的
敵
対
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、

諸
個
人
の
社
会
的
生
活
諸
条
件
か
ら
生
じ
て
く
る
敵
対
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
ブ
ル
ジ
ョ
ア
社
会
の
胎
内

で
発
展
し
つ
つ
あ
る
生
産
諸
力
は
、
同
時
に
こ
の
敵
対
を
解
決
す
る
た
め
の
物
質
的
諸
条
件
を
も
つ
く
り
だ
す
。

そ
れ
ゆ
え
。
こ
の
社
会
構
成
体
を
も
っ
て
人
間
社
会
の
前
史
は
、
終
わ
り
を
告
げ
る
。
」

（
マ
ル
ク
ス
「
『
経
済
学
批
判
』
序
言
」
一
八
五
九
年
、
古
典
選
書
シ
リ
ー
ズ
『
「
経
済
学
批
判
」
へ
の
序
言
・

序
説
』
新
日
本
出
版
社
、
一
四
～
一
六
ペ
ー
ジ
。
（
イ
）
～
（
ニ
）
の
区
切
り
と
改
行
は
引
用
者
に
よ
る
）
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【
図
１
】
経
済
的
社
会
構
成
体
―
―
土
台
と
上
部
構
造

【
表
３
】
人
類
社
会
の
こ
れ
ま
で
の
四
つ
の
発
展
段
階
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原始共産制

人類社会の最初の段階。人びとは共同

体（氏族）の一員として生活。生産手

段は共同体全体のもの（共有）。生産

力が低いため、みんなで働き、生産物

もみんなで分けた（搾取は存在しない）。

無階級社会

奴隷制

奴隷主が、働き手（奴隷）も生産手段

も所有し、奴隷を働かせて搾取。奴隷

は「ものを言う道具」として奴隷主に

人格的にも従属させられた。

階級社会

封建制

最大の働き手である農民は、農具など

は自分で所有するが、主要な生産手段

である土地は封建領主のもの。農民は、

身分制度によって土地に縛り付けられ、

封建領主の農園で働かされる（労働地

代）か、年貢（現物地代）をとられる

資本主義

主要な生産手段である工場や機械は、

資本家が所有。生産手段をもたない労

働者は、自分の労働力を売って、賃金

を得て生活せざるをえない。資本家は、

賃金を支払って雇った労働者を工場で

働かせ、剰余価値を手に入れる。



【
資
料
１
０
】
こ
れ
ま
で
の
歴
史
は
階
級
闘
争
の
歴
史
で
あ
る

「
新
し
い
諸
事
実
は
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
全
体
を
新
し
く
研
究
す
る
よ
う
に
せ
ま
っ
た
が
、
そ
の
結
果
つ
ぎ
の

こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
歴
史
は
、
原
始
状
態
を
例
外
と
し
て
、
階
級
闘
争
の
歴
史

で
あ
っ
た
こ
と
、
こ
れ
ら
の
た
が
い
に
闘
争
す
る
社
会
の
諸
階
級
は
、
い
つ
で
も
そ
の
時
代
の
生
産
関
係
と
交
易

関
係
、
一
口
で
い
え
ば
、
経
済
的
諸
関
係
の
産
物
で
あ
る
こ
と
、
だ
か
ら
社
会
の
そ
の
と
き
ど
き
の
経
済
的
構
造

が
現
実
の
土
台
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
的
時
代
の
法
律
的
お
よ
び
政
治
的
諸
制
度
な
ら
び

に
宗
教
的
、
哲
学
的
、
そ
の
他
の
見
解
か
ら
な
る
全
体
の
上
部
構
造
は
、
結
局
、
こ
の
土
台
か
ら
説
明
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
は
歴
史
観
を
形
而
上
学
か
ら
解
放
し
、
そ
れ
を
弁
証
法
的
に
し
た
―

―
し
か
し
彼
の
歴
史
観
は
本
質
的
に
観
念
論
的
で
あ
っ
た
。
い
ま
や
観
念
論
は
そ
の
最
後
の
隠
れ
場
所
か
ら
、
歴

史
観
か
ら
追
い
出
さ
れ
、
唯
物
論
的
歴
史
観
が
あ
た
え
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
人
間
の
存
在
を
そ
の
意
識
か

ら
説
明
す
る
の
で
な
く
て
、
人
間
の
意
識
を
そ
の
存
在
か
ら
説
明
す
る
道
が
見
い
だ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
」
（
エ

ン
ゲ
ル
ス
『
空
想
か
ら
科
学
へ
』
五
九
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
１
１
】
史
的
唯
物
論
の
そ
も
そ
も
論
的
提
起

「
わ
れ
わ
れ
は
、
無
前
提
な
ド
イ
ツ
人
の
と
こ
ろ
で
は
、
す
べ
て
の
人
間
的
存
在
の
、
し
た
が
っ
て
ま
た
す
べ

て
の
歴
史
の
第
一
の
前
提
、
す
な
わ
ち
、
人
間
た
ち
は
『
歴
史
を
つ
く
る
』
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
生
き
る
こ

と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
前
提
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
生

き
る
た
め
に
必
要
な
の
は
、
と
り
わ
け
、
飲
食
、
住
居
、
衣
服
、
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
他
の
い
く
つ
か
の
も
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
の
歴
史
的
行
為
は
、
こ
れ
ら
の
欲
求
を
充
足
す
る
た
め
の
諸
手
段
の
産
出
、
物
質
的

生
活
そ
の
も
の
の
生
産
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
れ
は
、
人
間
を
生
か
し
て
お
く
だ
け
の
た
め
に
も
、
数
千
年
前
と

同
様
に
今
日
も
な
お
日
々
刻
々
は
た
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
歴
史
的
行
為
、
す
べ
て
の
歴
史
の
根
本
条
件
で
あ

る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
一
八
四
五
～
四
六
年
、
古
典
選
書
シ
リ
ー
ズ

『
新
版

ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
新
日
本
出
版
社
、
三
五
ペ
ー
ジ
）

「
人
間
史
の
第
一
の
前
提
は
、
も
ち
ろ
ん
生
き
た
人
間
的
諸
個
人
の
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
確
認
さ
れ

る
べ
き
第
一
の
事
実
は
、
こ
れ
ら
の
個
人
の
身
体
的
組
織
お
よ
び
そ
れ
に
よ
っ
て
あ
た
え
ら
れ
る
そ
の
他
の
自
然

に
た
い
す
る
彼
ら
の
関
係
で
あ
る
。
…
…
す
べ
て
の
歴
史
記
述
は
、
こ
れ
ら
の
自
然
的
基
礎
、
お
よ
び
歴
史
の
経

過
に
お
け
る
人
間
の
行
動
に
よ
る
そ
れ
ら
の
変
形
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

…
…
人
間
自
身
は
、
彼
ら
が
そ
の
生
活
手
段
を
生
産
―
―
彼
ら
の
身
体
的
組
織
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い

る
措
置
―
―
し
は
じ
め
る
や
い
な
や
、
み
ず
か
ら
を
動
物
か
ら
区
別
し
は
じ
め
る
。
人
間
は
彼
ら
の
生
活
手
段
を

生
産
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
彼
ら
の
物
質
的
生
活
そ
の
も
の
を
生
産
す
る
。
人
間
が
彼
ら
の
生
活
手
段

を
生
産
す
る
様
式
は
、
さ
し
あ
た
り
は
、
眼
前
に
見
い
だ
さ
れ
る
、
ま
た
再
生
産
さ
れ
る
べ
き
生
活
手
段
そ
の
も

の
の
特
性
に
依
存
す
る
。
こ
の
生
産
の
様
式
は
、
こ
れ
が
諸
個
人
の
肉
体
的
存
在
の
再
生
産
で
あ
る
と
い
う
側
面

か
ら
だ
け
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
す
で
に
こ
れ
ら
の
個
人
の
活
動
の
あ
る
特
定
の
方
法
、

彼
ら
の
生
命
を
表
出
す
る
あ
る
特
定
の
方
法
、
彼
ら
の
あ
る
特
定
の
生
活
様
式
な
の
で
あ
る
。
諸
個
人
が
彼
ら
の

生
命
を
表
出
す
る
と
お
り
に
、
彼
ら
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
が
な
ん
で
あ
る
か
は
、

彼
ら
の
生
産
と
、
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
な
に
を
生
産
す
る
か
、
ま
た
、
彼
ら
が
い
か
に
生
産
す
る
か
っ
と
一
致
す

る
。
し
た
が
っ
て
諸
個
人
が
な
ん
で
あ
る
か
は
、
彼
ら
の
生
産
の
物
質
的
諸
条
件
に
依
存
す
る
。
」
（
同
前
、
一

七
～
一
八
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
１
２
】
搾
取
の
形
態
が
社
会
の
発
展
段
階
を
区
別
す
る

「
こ
の
剰
余
労
働
が
、
直
接
的
生
産
者
す
な
わ
ち
労
働
者
か
ら
し
ぼ
り
取
ら
れ
る
形
態
だ
け
が
、
も
ろ
も
ろ
の

経
済
的
社
会
構
成
体
を
区
別
す
る
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
奴
隷
制
の
社
会
を
賃
労
働
の
社
会
か
ら
区
別
す
る
の
で
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あ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
『
資
本
論
』
新
書
版
②
三
六
八
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅰ
ａ
三
六
九
ペ
ー
ジ
）

「
生
産
の
社
会
的
形
態
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
労
働
者
と
生
産
手
段
と
は
つ
ね
に
生
産
の
要
因
で
あ
る
。
し
か

し
、
一
方
も
他
方
も
、
互
い
に
分
離
さ
れ
た
状
態
で
は
、
た
だ
可
能
性
か
ら
見
て
生
産
の
要
因
で
あ
る
に
す
ぎ
な

い
。
お
よ
そ
生
産
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ら
が
結
合
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
結
合
が
な
し
と

げ
ら
れ
る
特
殊
な
仕
方
に
よ
っ
て
、
社
会
構
造
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
諸
時
代
が
区
別
さ
れ
る
。
」
（
『
資
本
論
』

新
書
版
⑤
六
二
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅱ
六
四
ペ
ー
ジ
）

四
、
資
本
主
義
経
済
の
仕
組
み

【
資
料
１
３
】
労
働
と
は
―
―
人
間
と
自
然
の
物
質
代
謝

「
労
働
は
、
ま
ず
第
一
に
、
人
間
と
自
然
と
の
あ
い
だ
の
一
過
程
、
す
な
わ
ち
人
間
が
自
然
と
そ
の
物
質
代
謝

を
彼
自
身
の
行
為
に
よ
っ
て
媒
介
し
、
規
制
し
、
管
理
す
る
一
過
程
で
あ
る
。
人
間
は
自
然
素
材
そ
の
も
の
に
一

つ
の
自
然
力
と
し
て
相
対
す
る
。
彼
は
、
自
然
素
材
を
自
分
自
身
の
生
活
の
た
め
に
使
用
し
う
る
形
態
で
取
得
す

る
た
め
に
、
自
分
の
肉
体
に
属
し
て
い
る
自
然
諸
力
、
腕
や
足
、
頭
や
手
を
運
動
さ
せ
る
。
人
間
は
、
こ
の
運
動

に
よ
っ
て
、
自
分
の
外
部
の
自
然
に
働
き
か
け
て
、
そ
れ
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
同
時
に
自
分
自
身
の
自

然
を
変
化
さ
せ
る
。
彼
は
、
自
分
自
身
の
自
然
の
う
ち
に
眠
っ
て
い
る
潜
勢
諸
力
を
発
展
さ
せ
、
そ
の
諸
力
の
働

き
を
自
分
自
身
の
統
御
に
服
さ
せ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
②
三
〇
四
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅰ
ａ
三
〇
四
ペ
ー

ジ
）

【
資
料
１
４
】
労
働
力
の
価
値
と
は

「
労
働
力
の
価
値
は
、
他
の
ど
の
商
品
の
価
値
と
も
同
じ
く
、
こ
の
独
特
な
物
品
の
生
産
に
、
し
た
が
っ
て
ま

た
再
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
…
…
労
働
力
は
、
生
き
た
個
人
の
素
質
と
し
て
実

存
す
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
の
生
産
は
こ
の
生
き
た
個
人
の
生
存
を
前
提
す
る
。
こ
の
個
人
の

生
存
が
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
、
労
働
力
の
生
産
と
は
、
こ
の
個
人
自
身
の
再
生
産
ま
た
は
維
持
の
こ
と
で
あ
る
。

自
分
を
維
持
す
る
た
め
に
、
生
き
た
個
人
は
、
一
定
量
の
生
活
諸
手
段
を
必
要
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力

の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
は
、
こ
の
生
活
諸
手
段
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
に
帰
着
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労

働
力
の
価
値
は
、
労
働
力
の
所
有
者
の
維
持
に
必
要
な
生
活
諸
手
段
の
価
値
で
あ
る
。
…
…
労
働
力
の
所
有
者
は
、

き
ょ
う
の
労
働
を
終
え
た
な
ら
ば
、
あ
す
も
ま
た
、
力
と
健
康
と
の
同
じ
条
件
の
も
と
で
同
じ
過
程
を
繰
り
返
す

こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
生
活
諸
手
段
の
総
量
は
、
労
働
す
る
個
人
を
労
働
す
る
個
人

と
し
て
、
そ
の
正
常
な
生
活
状
態
で
維
持
す
る
の
に
足
り
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
食
物
、
衣
服
、
暖
房
、

住
居
な
ど
の
よ
う
な
自
然
的
欲
求
そ
の
も
の
は
、
一
国
の
気
候
そ
の
他
の
自
然
の
独
自
性
に
応
じ
て
異
な
る
。
他

面
で
は
、
い
わ
ゆ
る
必
需
欲
求
の
範
囲
は
、
そ
の
充
足
の
仕
方
と
同
様
に
、
そ
れ
自
身
ひ
と
つ
の
歴
史
的
産
物
で

あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
多
く
は
一
国
の
文
化
段
階
に
依
存
す
る
も
の
で
あ
り
、
と
り
わ
け
ま
た
、
本
質
的
に
は
、
自

由
な
労
働
者
の
階
級
が
ど
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
そ
れ
ゆ
え
ど
の
よ
う
な
慣
習
と
生
活
欲
求
を
も
っ
て
形
成

さ
れ
た
か
、
に
依
存
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
の
価
値
規
定
は
、
他
の
商
品
の
場
合
と
は
対
照
的
に
、
歴
史

的
か
つ
社
会
慣
行
的
〔
モ
ラ
ー
リ
ッ
シ
ュ
〕
な
一
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
と
は
い
え
、
一
定
の
国
、
一
定
の
時
代

に
つ
い
て
は
、
必
要
生
活
諸
手
段
の
平
均
範
囲
は
与
え
ら
れ
て
い
る
。
」
（
『
資
本
論
』
第
一
部

第
四
章
「
貨

幣
の
資
本
へ
の
転
化
」
、
新
書
版
②
、
上
製
版
Ⅰ
ａ
二
九
一
～
二
九
二
ペ
ー
ジ
）

「
労
働
力
の
所
有
者
は
死
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
労
働
力
の
生
産
に
必
要
な
生
活
手
段
の
総

額
は
、
補
充
人
員
す
な
わ
ち
労
働
者
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活
諸
手
段
を
含
む
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
こ
の
独
自
の

商
品
所
有
者
の
〝
種
族
〟
が
商
品
市
場
で
自
己
を
永
久
化
す
る
の
で
あ
る
」
（
同
前
、
二
九
三
ペ
ー
ジ
）
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「
一
般
的
人
間
的
な
本
性
を
、
そ
れ
が
特
定
の
労
働
部
門
に
お
け
る
技
能
と
熟
練
と
に
到
達
し
、
発
達
し
た
独

特
な
労
働
力
に
な
る
よ
う
に
変
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
特
定
の
養
成
ま
た
は
教
育
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
ま

た
そ
れ
で
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
し
か
な
い
と
は
い
え
、
労
働
力
の
生
産
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
価
値
の
枠
の
な
か

に
は
い
っ
て
い
く
。
」
（
同
前
、
二
九
四
ペ
ー
ジ
）

「
労
働
力
の
価
値
は
、
あ
る
一
定
額
の
生
活
諸
手
段
の
価
値
に
帰
着
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
労
働
力
の
価
値
は
ま

た
、
こ
の
生
活
諸
手
段
の
価
値
、
す
な
わ
ち
こ
の
生
活
諸
手
段
の
生
産
に
必
要
な
労
働
時
間
の
大
き
さ
と
と
も
に

変
化
す
る
。
」
（
同
前
、
二
九
四
ペ
ー
ジ
）

「
労
働
力
の
価
値
の
最
後
の
限
界
ま
た
は
最
低
限
界
を
な
す
も
の
は
、
日
々
そ
の
供
給
を
受
け
な
け
れ
ば
労
働

力
の
担
い
手
で
あ
る
人
間
が
そ
の
生
活
過
程
を
更
新
し
え
な
い
よ
う
な
あ
る
商
品
総
量
の
価
値
、
す
な
わ
ち
、
肉

体
的
に
必
要
不
可
欠
な
生
活
諸
手
段
の
価
値
で
あ
る
。
も
し
労
働
力
の
価
格
が
こ
の
最
低
限
に
ま
で
下
が
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
労
働
力
の
価
値
以
下
へ
の
低
下
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
場
合
に
は
労
働
力
は
、
た
だ
萎
縮
し

た
形
態
で
し
か
維
持
さ
れ
発
揮
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」
（
同
前
、
二
九
五
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
１
５
】
搾
取
の
仕
組
み

「
い
ま
、
一
人
の
労
働
者
の
毎
日
の
生
活
必
需
品
の
平
均
量
を
生
産
す
る
た
め
に
、
六
時
間
の
平
均
労
働
が
必

要
で
あ
る
と
仮
定
し
よ
う
。
さ
ら
に
、
六
時
間
の
平
均
労
働
は
、
こ
れ
ま
た
、
三
シ
リ
ン
グ
に
ひ
と
し
い
金
の
分

量
に
実
現
さ
れ
て
い
る
も
の
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
三
シ
リ
ン
グ
が
、
そ
の
人
の
労
働
力
の
価
格
、
つ

ま
り
労
働
力
の
一
日
の
価
値
の
貨
幣
に
よ
る
表
現
と
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
彼
が
毎
日
六
時
間
働
く
と
す
れ
ば
、
彼

は
、
自
分
の
日
々
の
生
活
必
需
品
の
平
均
量
を
買
う
の
に
十
分
な
、
す
な
わ
ち
自
分
自
身
を
労
働
者
と
し
て
維
持

す
る
の
に
十
分
な
価
値
を
、
毎
日
生
産
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

だ
が
、
こ
の
人
は
賃
金
労
働
者
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
は
、
自
分
の
労
働
力
を
資
本
家
に
売
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
も
し
彼
が
そ
れ
を
一
日
三
シ
リ
ン
グ
…
…
で
売
る
な
ら
ば
、
彼
は
そ
れ
を
そ
の
価
値
ど
お
り
に
売
る
こ

と
に
な
る
。
彼
を
紡
績
工
だ
と
仮
定
し
て
み
よ
う
。
も
し
彼
が
毎
日
六
時
間
働
く
な
ら
ば
、
彼
は
毎
日
三
シ
リ
ン

グ
の
価
値
を
綿
花
に
つ
け
く
わ
え
る
で
あ
ろ
う
。
彼
が
毎
日
つ
け
く
わ
え
る
こ
の
価
値
は
、
彼
が
毎
日
う
け
と
る

賃
金
、
つ
ま
り
彼
の
労
働
力
の
価
格
と
正
確
に
ひ
と
し
い
価
値
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
、

な
ん
ら
の
剰
余
価
値
ま
た
は
剰
余
生
産
物
も
資
本
化
の
手
に
入
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、
こ
こ
で
わ

れ
わ
れ
は
困
難
に
ぶ
つ
か
る
。

資
本
家
は
、
労
働
者
の
労
働
力
を
買
い
、
そ
の
価
値
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
ほ
か
の
ど
ん
な
買
手
と
も
同

じ
よ
う
に
、
買
い
入
れ
た
商
品
を
消
費
し
ま
た
は
使
用
す
る
権
利
を
得
た
わ
け
で
あ
る
。
職
は
、
機
械
を
動
か
す

こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
を
消
費
ま
た
は
使
用
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
人
間
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
労
働

力
を
消
費
ま
た
は
使
用
す
る
。
だ
か
ら
資
本
家
は
、
労
働
者
の
労
働
力
の
一
日
…
…
の
価
値
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
そ
の
労
働
力
を
、
ま
る
一
日
…
…
使
用
し
ま
た
は
働
か
せ
る
権
利
を
え
た
こ
と
に
な
る
。
…
…

さ
し
当
た
っ
て
は
、
諸
君
の
注
意
を
決
定
的
な
一
点
に
む
け
て
ほ
し
い
。

労
働
力
の
価
値
は
、
そ
れ
を
維
持
ま
た
は
再
生
産
す
る
の
に
必
要
な
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
し
か

し
そ
の
労
働
力
の
使
用
は
、
た
だ
、
労
働
者
の
活
動
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
体
力
と
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
だ
け
で

あ
る
。
労
働
力
の
一
日
分
…
…
の
価
値
が
、
労
働
力
の
一
日
分
…
…
の
行
使
と
は
ま
っ
た
く
別
で
あ
る
と
い
う
こ

と
は
、
一
匹
の
馬
が
必
要
と
す
る
飼
料
と
そ
の
馬
が
騎
手
を
乗
せ
て
ゆ
け
る
時
間
と
が
ま
っ
た
く
別
で
あ
る
の
と

同
じ
こ
と
で
あ
る
。
労
働
者
の
労
働
力
の
価
値
に
限
界
を
あ
た
え
る
労
働
量
は
、
彼
の
労
働
力
が
遂
行
で
き
る
労

働
量
の
限
界
を
な
す
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
先
の
紡
績
工
の
例
を
と
っ
て
み
よ
う
。
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、

彼
の
労
働
力
を
毎
日
再
生
産
す
る
に
は
、
三
シ
リ
ン
グ
の
価
値
を
毎
日
再
生
産
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
は
毎
日

六
時
間
働
く
こ
と
に
よ
っ
て
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
彼
が
毎
日
一
〇
時
間
ま
た
は
一
二
時

間
、
あ
る
い
は
そ
れ
よ
り
多
く
の
時
間
働
く
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
資
本
家
は
、
紡
績
工
の
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労
働
力
の
一
日
分
…
…
の
価
値
を
支
払
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
紡
績
工
の
労
働
力
を
ま
る
一
日
…
…
使
用
す
る
権
利

を
得
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
彼
は
、
紡
績
工
を
、
た
と
え
ば
一
日
一
二
時
間
働
か
せ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
紡
績
工

は
、
彼
の
賃
金
、
つ
ま
り
彼
の
労
働
力
の
価
値
を
補
填
す
る
の
に
必
要
な
六
時
間
を
超
過
し
て
、
も
う
六
時
間
働

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
私
は
、
こ
の
〔
あ
と
の
〕
六
時
間
を
剰
余
労
働
時
間
と
名
づ
け
る
こ
と
に

な
る
。
そ
し
て
こ
の
剰
余
労
働
が
体
現
さ
れ
た
も
の
が
、
剰
余
価
値
で
あ
り
剰
余
生
産
物
で
あ
る
。
も
し
わ
が
紡

績
工
が
、
た
と
え
ば
一
日
六
時
間
の
労
働
に
よ
っ
て
、
綿
花
に
三
シ
リ
ン
グ
の
価
値
、
す
な
わ
ち
彼
の
賃
金
と
ち
ょ

う
ど
等
し
い
価
値
を
つ
け
く
わ
え
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
、
一
二
時
間
で
は
六
シ
リ
ン
グ
の
値
打
ち
を
綿
花
に
つ
け

く
わ
え
、
そ
れ
に
比
例
す
る
剰
余
の
糸
を
生
産
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
自
分
の
労
働
力
を
資
本
家

に
売
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
彼
が
作
り
出
す
生
産
物
の
価
値
は
す
べ
て
、
彼
の
労
働
力
の
一
時
的
な
所
有
者

で
あ
る
資
本
家
の
も
の
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
資
本
家
は
、
３
シ
リ
ン
グ
を
前
貸
し
し
て
六
シ
リ
ン
グ
の
価
値
を

実
現
す
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
こ
れ
と
同
じ
過
程
を
毎
日
く
り
か
え
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
本
家
は
、
毎
日
三
シ
リ

ン
グ
を
前
貸
し
し
て
、
毎
日
六
シ
リ
ン
グ
を
ふ
と
こ
ろ
に
い
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
六
シ
リ
ン
グ
の
う
ち
半
分
は
ふ

た
た
び
賃
金
を
支
払
う
た
め
に
で
て
ゆ
く
が
、
残
り
の
半
分
は
、
資
本
化
が
そ
れ
に
た
い
し
て
い
か
な
る
対
価
を

も
支
払
わ
な
い
剰
余
価
値
を
形
成
す
る
。
資
本
と
労
働
の
こ
の
種
の
交
換
こ
そ
、
資
本
主
義
的
生
産
ま
た
は
賃
金

制
度
の
基
礎
で
あ
り
、
か
つ
そ
れ
は
、
労
働
者
を
労
働
者
と
し
て
、
ま
た
資
本
家
を
資
本
家
と
し
て
再
生
産
す
る

と
い
う
結
果
を
た
え
ず
ひ
き
お
こ
さ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

剰
余
価
値
の
率
は
、
ほ
か
の
す
べ
て
の
事
情
が
同
じ
だ
と
す
れ
ば
、
労
働
日
の
う
ち
労
働
力
の
価
値
を
再
生
産

す
る
の
に
必
要
な
部
分
と
、
資
本
家
の
た
め
に
さ
ら
に
遂
行
さ
れ
る
剰
余
時
間
ま
た
は
剰
余
労
働
の
比
率
に
よ
っ

て
き
ま
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
労
働
者
が
そ
れ
だ
け
働
い
た
の
で
は
た
ん
に
彼
の
労
働
力
の
価
値

を
再
生
産
す
る
、
も
し
く
は
彼
の
賃
金
を
補
填
す
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
程
度
を
こ
え
て
、
労
働
日
が
延
長
さ
れ

る
比
率
に
よ
っ
て
き
ま
る
だ
ろ
う
。
」
（
マ
ル
ク
ス
「
賃
金
、
価
格
お
よ
び
利
潤
」
一
八
六
五
年
、
古
典
選
書
シ

リ
ー
ズ
『
賃
労
働
と
資
本
／
賃
金
、
価
格
お
よ
び
利
潤
』
新
日
本
出
版
社
、
一
四
五
～
一
四
九
ペ
ー
ジ
）
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【
図
２
】
搾
取
の
仕
組
み

前
提
＝
①
労
働
時
間
１
時
間
あ
た
り
に
新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
価
値
＝
２
０
０
０
円

②
労
働
者
の
１
日
あ
た
り
必
要
な
生
活
手
段
＝
４
時
間
労
働
分
の
価
値

※
こ
の
場
合
、
労
働
者
の
１
日
の
賃
金
は
２
０
０
０
円
×
４
時
間
＝
８
０
０
０
円
に
な
る
。
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原材料
（１万２０００円）

４時間の労働で新しく
つけ加わった価値
（８０００円）

商品の価値＝２万円
（商品４個）

原材料
（２万４０００円）

８時間の労働で新しく
つけ加わった価値
（１万６０００円）

商品の価値＝４万円
（商品８個）

【４時間労働だと……】

【労働時間を８時間に延長すると……】

資本家の前貸し＝原材料（１万２０００円）＋労働者の賃金（８０００円）

＝２万円

２万円（商品の価値）－２万円（資本家の前貸し）＝０円……資本家のもうけなし？

資本家の前貸し＝原材料（２万４０００円）＋労働者の賃金（８０００円）

＝３万２０００円

４万円（商品の価値）－３万２０００円（資本家の前貸し）＝８０００円……資本家のもうけ（剰余価値）
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原材料
（２万４０００円）

８時間の労働で新しく
つけ加わった価値
（１万６０００円）

商品の価値
＝４万円

労働者の賃金
（８０００円）

不変資本
ｃ

可変資本
ｖ

剰余価値
ｍ

原材料の価値はそのまま商品に移転する＝不変資本（ｃ）

資本家が労働者を雇うために賃金として支払った部分＝可変資本（ｖ）

生産過程で可変資本部分を超えて新しくつけ加えられた価値＝剰余価値（ｍ）

資本家が最初に投資する額＝３万２０００円

図４ 剰余価値率と利潤率

剰余価値率＝

可変資本

剰余価値

ｖ

ｍ

×１００％＝

利 潤 率＝

不変資本＋可変資本

剰余価値

ｃ＋ｖ

ｍ

×１００％＝

図３ 不変資本、可変資本、剰余価値
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１日の労働時間＝８時間

４時間
必要労働時間

ｖ

４時間
剰余労働時間

ｍ

ｍ 剰余労働時間 ４時間
剰余価値率＝――＝ ――――――― ＝――――＝ １００％

ｖ 必要労働時間 ４時間

９時間

４時間 ５時間

５時間
剰余価値率＝―――― ＝１２５％

４時間

８時間

３時間 ５時間

５時間
剰余価値率＝ ――――＝１６６．７％

３時間

８時間

２時間 ６時間

６時間
剰余価値率＝ ――――＝３００％

２時間

（ｂ）必要労働時間を短縮する

（ａ）労働時間を延長する （ｃ）労働密度を上げる（労働強化）

図５ 搾取を強める方法



【
資
料
１
６
】
資
本
主
義
の
推
進
的
動
機
・
規
定
的
目
的

「
資
本
家
と
し
て
は
、
彼
は
た
だ
人
格
化
さ
れ
た
資
本
に
す
ぎ
な
い
。
彼
の
魂
は
資
本
の
魂
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
、
資
本
は
唯
一
の
生
活
本
能
を
、
す
な
わ
ち
自
己
を
増
殖
し
、
剰
余
価
値
を
創
造
し
、
そ
の
不
変
部
分
で
あ
る

生
産
諸
手
段
で
、
で
き
る
限
り
大
き
な
量
の
剰
余
労
働
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
本
能
を
、
も
っ
て
い
る
。
資
本
と

は
、
生
き
た
労
働
を
吸
収
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
吸
血
鬼
の
よ
う
に
活
気
づ
き
、
し
か
も
そ
れ
を
よ
り
多
く
吸

収
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
活
気
づ
く
、
死
ん
だ
労
働
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
②
三
九
五
ペ
ー
ジ
、

上
製
版
Ⅰ
ａ
三
九
六
ペ
ー
ジ
）

「
第
一
に
、
資
本
主
義
的
生
産
過
程
を
推
進
す
る
動
機
と
そ
れ
を
規
定
す
る
目
的
と
は
、
で
き
る
だ
け
大
き
な

資
本
の
自
己
増
殖
、
す
な
わ
ち
剰
余
価
値
の
で
き
る
だ
け
大
き
な
生
産
、
し
た
が
っ
て
資
本
家
に
よ
る
労
働
力
の

で
き
る
だ
け
大
き
な
搾
取
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
③
五
七
六
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅰ
ｂ
五
七
四
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
１
７
】
「
生
産
の
た
め
の
生
産
」
に
か
り
立
て
る

「
資
本
家
は
、
人
格
化
さ
れ
た
資
本
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
の
み
、
一
つ
の
歴
史
的
価
値
を
も
ち
、
ま
た
、
…

…
歴
史
的
存
在
権
を
も
つ
。
そ
の
限
り
で
の
み
、
彼
自
身
の
過
渡
的
な
必
然
性
が
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
過

渡
的
な
必
然
性
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
限
り
で
は
ま
た
、
使
用
価
値
と
享
受
で
は
な
く
、
交
換
価

値
と
そ
の
増
殖
と
が
、
彼
の
推
進
的
動
機
で
あ
る
。
価
値
増
殖
の
狂
信
者
と
し
て
、
彼
は
容
赦
な
く
人
類
を
強
制

し
て
、
生
産
の
た
め
に
生
産
さ
せ
、
そ
れ
ゆ
え
社
会
的
生
産
諸
力
を
発
展
さ
せ
、
そ
し
て
ま
た
、
各
個
人
の
完
全

で
自
由
な
発
展
を
基
本
原
理
と
す
る
よ
り
高
度
な
社
会
形
態
の
唯
一
の
現
実
的
土
台
と
な
り
う
る
物
質
的
生
産
諸

条
件
を
創
造
さ
せ
る
。
…
…
資
本
主
義
的
生
産
の
発
展
は
、
一
つ
の
産
業
的
企
業
に
投
下
さ
れ
る
資
本
が
絶
え
ず

増
大
す
る
こ
と
を
必
然
化
し
、
そ
し
て
競
争
は
個
々
の
資
本
家
に
た
い
し
て
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
の
内
在
的

諸
法
則
を
外
的
な
強
制
法
則
と
し
て
押
し
つ
け
る
。
競
争
は
資
本
家
を
強
制
し
て
、
彼
の
資
本
を
維
持
す
る
た
め

に
は
絶
え
ず
資
本
を
拡
大
さ
せ
る
の
で
あ
る
が
、
彼
は
累
進
的
蓄
積
に
よ
っ
て
の
み
そ
れ
を
拡
大
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
④
一
〇
一
五
～
一
〇
一
六
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅰ
ｂ
一
〇
一
二
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
１
８
】
生
産
力
の
発
展
と
消
費
の
狭
い
基
盤
と
の
衝
突

「
こ
の
剰
余
価
値
の
獲
得
は
直
接
的
生
産
過
程
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
過
程
に
は
…
…
な
ん
の
制
限

も
な
い
。
し
ぼ
り
出
さ
れ
う
る
分
量
の
剰
余
労
働
が
諸
商
品
に
対
象
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
で
剰
余
価
値
は
生

産
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
剰
余
価
値
生
産
に
よ
っ
て
は
、
資
本
主
義
的
生
産
過
程
の
第
一
幕
で
あ
る
直
接

的
生
産
過
程
が
終
わ
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
資
本
は
こ
れ
こ
れ
の
量
の
不
払
い
労
働
を
吸
収
し
た
。
…
…
そ
こ

で
、
過
程
の
第
二
幕
が
始
ま
る
。
総
商
品
分
量
、
総
生
産
物
が
―
―
不
変
資
本
お
よ
び
可
変
資
本
を
補
填
す
る
部

分
も
、
剰
余
価
値
を
表
わ
す
部
分
も
―
―
販
売
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
販
売
さ
れ
な
い
か
、
ま
た
は

一
部
分
し
か
販
売
さ
れ
な
い
か
、
ま
た
は
生
産
価
格
以
下
の
価
格
で
し
か
販
売
さ
れ
な
い
な
ら
ば
、
確
か
に
労
働

者
は
搾
取
さ
れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
彼
の
搾
取
は
資
本
家
に
と
っ
て
は
搾
取
と
し
て
実
現
さ
れ
な
い
の
で
あ
り
、

し
ぼ
り
取
ら
れ
た
剰
余
価
値
が
ま
っ
た
く
実
現
さ
れ
な
い
か
、
ま
た
は
部
分
的
に
し
か
実
現
さ
れ
な
い
か
で
あ
り
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
彼
の
資
本
の
一
部
分
ま
た
は
全
部
の
失
と
さ
え
結
び
つ
き
う
る
。
直
接
の
搾
取
の
諸
条
件
と
こ
の

搾
取
の
実
現
の
諸
条
件
と
は
、
同
じ
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
時
間
と
場
所
だ
け
で
は
な
く
、
概
念
的
に
も
異
な
っ

て
い
る
。
一
方
〔
直
接
の
搾
取
の
諸
条
件
〕
は
社
会
の
生
産
力
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
他
方

〔
搾
取
の
実
現
の
諸
条
件
〕
は
、
い
ろ
い
ろ
な
生
産
部
門
の
あ
い
だ
の
比
例
関
係
と
社
会
の
消
費
力
と
に
よ
っ
て
、

制
限
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
社
会
の
消
費
力
と
い
う
の
は
、
絶
対
的
な
生
産
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
絶
対
的
な
消
費
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
く
、
敵
対
的
な
分
配
諸
関
係

―
―
社
会
の
大
衆
の
消
費
を
、
多
か
れ
少
な
か
れ
狭
い
限
界
で
し
か
変
化
で
き
な
い
最
低
限
に
引
き
下
げ
る
と
い

う
分
配
諸
関
係
―
―
を
基
盤
と
す
る
消
費
力
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
の
消
費
力
は
、
さ
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ら
に
、
蓄
積
へ
の
衝
動
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
い
っ
そ
う
拡
大
す
る
規
模
で
資
本
を
大
き
く
し
剰
余
価
値
を
生

産
し
よ
う
と
い
う
衝
動
に
よ
っ
て
、
制
限
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
本
主
義
的
生
産
に
と
っ
て
の
法
則
―
―
生

産
方
法
そ
の
も
の
に
お
け
る
た
え
ざ
る
革
命
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
現
存
資
本
の
不
断
の
減
価
、
全

般
的
な
競
争
戦
、
生
産
の
改
良
と
生
産
規
模
の
拡
大
の
必
要
性
な
ど
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
法
則
で
あ
る
。

生
産
の
改
良
と
生
産
規
模
の
拡
大
は
、
資
本
が
た
だ
自
己
を
維
持
し
、
没
落
の
罰
を
受
け
な
い
た
め
だ
け
に
も
要

求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
市
場
は
つ
ね
に
拡
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
市
場
を
規
制
す
る
諸
連

関
お
よ
び
諸
条
件
は
、
ま
す
ま
す
、
生
産
者
か
ら
独
立
し
て
は
た
ら
く
一
つ
の
自
然
法
則
と
い
う
姿
を
と
る
よ
う

に
な
り
、
ま
す
ま
す
制
御
不
能
な
も
の
と
な
っ
て
く
る
。
内
的
な
矛
盾
は
、
生
産
の
外
的
な
分
野
の
拡
張
に
よ
っ

て
、
そ
の
解
決
を
は
か
ろ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
生
産
力
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
そ
れ
は
、
消
費
の
諸
条
件

が
立
脚
し
て
い
る
狭
い
基
盤
と
ま
す
ま
す
衝
突
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
矛
盾
に
満
ち
た
基
盤
の
上
で
は
、
資
本

の
過
剰
が
相
対
的
過
剰
人
口
の
増
大
と
結
び
つ
い
て
い
る
の
は
、
決
し
て
矛
盾
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
、
両
者

が
合
体
さ
れ
れ
ば
、
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
総
量
は
増
大
す
る
で
は
あ
ろ
う
が
、
ま
さ
に
そ
れ
と
と
も
に
、
こ

の
剰
余
価
値
が
生
産
さ
れ
る
諸
条
件
と
、
こ
の
剰
余
価
値
が
実
現
さ
れ
る
諸
条
件
と
の
あ
い
だ
の
矛
盾
は
増
大
す

る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
第
三
部
、
第
一
五
章
「
こ
の
法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
展
開
」
、
新
書
版
⑨
四

一
五
～
四
一
七
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅲ
ａ
四
一
二
～
四
一
四
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
１
９
】
資
本
主
義
的
生
産
の
真
の
制
限
は
資
本
そ
の
も
の
で
あ
る

「
資
本
主
義
的
生
産
の
真
の
制
限
は
、
資
本
そ
の
も
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
資
本
と
そ
の
自
己
増
殖
と
が
、

生
産
の
出
発
点
お
よ
び
終
結
点
と
し
て
、
生
産
の
動
機
お
よ
び
目
的
と
し
て
、
現
わ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
生
産
は
た
だ
資
本
の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
生
産
諸
手
段
は
生
産

者
た
ち
の
社
会
の
生
活
条
件
を
た
え
ず
拡
大
す
る
た
め
の
た
ん
な
る
手
段
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
生

産
者
大
衆
の
収
奪
と
貧
困
化
に
も
と
づ
く
資
本
価
値
の
維
持
と
増
殖
が
、
そ
の
内
部
で
の
み
運
動
が
で
き
る
諸
制

限
―
―
こ
の
よ
う
な
諸
制
限
は
、
そ
れ
ゆ
え
、
資
本
が
自
分
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
使
用
せ
ざ
る
を
え
な
い

生
産
諸
方
法
と
た
え
ず
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
生
産
諸
方
法
と
は
、
生
産
の
無
制
限
的
な
拡
張

に
向
か
っ
て
、
自
己
目
的
と
し
て
の
生
産
に
向
か
っ
て
、
労
働
の
社
会
的
生
産
諸
力
の
無
条
件
的
な
発
展
に
向
か
っ

て
、
突
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
手
段
―
―
社
会
的
労
働
の
生
産
諸
力
の
無
条
件
的
な
発
展
―
―
は
、
現
存
資
本
の

増
殖
と
い
う
限
ら
れ
た
目
的
と
は
、
た
え
ず
衝
突
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
資
本
主
義
的
生
産
様
式
が
、

物
質
的
生
産
力
を
発
展
さ
せ
、
か
つ
こ
の
生
産
力
に
照
応
す
る
世
界
市
場
を
つ
く
り
出
す
た
め
の
歴
史
的
な
手
段

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
資
本
主
義
的
生
産
様
式
は
同
時
に
、
こ
の
生
産
様
式
の
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
任
務
と
、

こ
の
生
産
様
式
に
照
応
す
る
社
会
的
生
産
諸
関
係
と
の
あ
い
だ
の
恒
常
的
矛
盾
な
の
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』

第
三
部
、
⑨
四
二
六
～
四
二
七
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅲ
ａ
四
二
三
ペ
ー
ジ
）
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五
、
マ
ル
ク
ス
の
未
来
社
会
論

【
資
料
２
０
】
「
否
定
の
否
定
」
に
よ
る
個
人
的
所
有
の
再
建

「
資
本
主
義
的
生
産
様
式
か
ら
生
ま
れ
る
資
本
主
義
的
取
得
様
式
は
、
そ
れ
ゆ
え
資
本
主
義
的
な
私
的
所
有
は
、

自
分
の
労
働
に
も
と
づ
く
個
人
的
な
私
的
所
有
の
最
初
の
否
定
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
義
的
生
産
は
、
自
然

過
程
の
必
然
性
を
も
っ
て
そ
れ
自
身
の
否
定
を
生
み
出
す
。
こ
れ
は
否
定
の
否
定
で
あ
る
。
こ
の
否
定
〔
資
本
主

義
的
私
的
所
有
の
否
定
〕
は
、
私
的
所
有
を
再
建
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
し
か
し
、
資
本
主
義
時
代
の
成
果
―

―
す
な
わ
ち
、
協
業
と
、
土
地
の
共
有
な
ら
び
に
そ
の
労
働
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
生
産
手
段
の
共
有

―
―
を
基
礎
と
す
る
個
人
的
所
有
を
再
建
す
る
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
④
一
三
〇
六
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅰ
ｂ
一

三
〇
一
ペ
ー
ジ
）

※
不
破
哲
三
『
「
資
本
論
」
全
三
部
を
読
む
』
第
三
冊
、
二
五
七
～
二
五
八
ペ
ー
ジ
参
照

【
資
料
２
１
】
未
来
社
会
に
お
け
る
生
産
手
段
と
生
活
手
段

「
最
後
に
、
目
先
を
変
え
る
た
め
に
、
共
同
的
生
産
手
段
で
労
働
し
自
分
た
ち
の
多
く
の
個
人
的
労
働
力
を
自

覚
的
に
一
つ
の
社
会
的
労
働
力
と
し
て
支
出
す
る
自
由
な
人
々
の
連
合
体
〔
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
〕
を
考
え

て
み
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
労
働
の
す
べ
て
の
規
定
が
再
現
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
、
個
人
的
に
で
は

な
く
社
会
的
に
、
で
あ
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
す
べ
て
の
生
産
物
は
、
も
っ
ぱ
ら
彼
自
身
の
生
産
物
で
あ
り
、
そ
れ

ゆ
え
ま
た
、
直
接
的
に
彼
に
と
っ
て
の
使
用
価
値
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
連
合
体
の
総
生
産
物
は
一
つ
の
社
会
的
生

産
物
で
あ
る
。
こ
の
生
産
物
の
一
部
分
は
、
ふ
た
た
び
生
産
手
段
と
し
て
役
立
つ
。
こ
の
部
分
は
依
然
と
し
て
社

会
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
部
分
は
、
生
活
手
段
と
し
て
、
連
合
体
の
成
員
に
よ
っ
て
消
費
さ

れ
る
。
こ
の
部
分
は
、
だ
か
ら
、
彼
ら
の
あ
い
だ
で
分
配
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
分
配
の
仕
方
は
、
社

会
的
生
産
有
機
体
そ
の
も
の
の
特
殊
な
種
類
と
、
こ
れ
に
照
応
す
る
生
産
者
た
ち
の
歴
史
的
発
展
程
度
と
に
応
じ

て
、
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
①
一
三
三
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅰ
ａ
一
三
三
ペ
ー
ジ
）
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未
来
社
会

資
本
主
義

小
経
営

「
結
合
し
た
生
産
者
」
に
よ
る
社
会
的
所
有

〔
「
資
本
家
に
よ
る
私
的
所
有
」
の
否
定
＝
「
否
定
の
否
定
」
〕

非
生
産
者
（
＝
資
本
家
）
に
よ
る
私
的
所
有

（
「
他
人
の
労
働
の
搾
取
に
も
と
づ
く
資
本
主

義
的
な
私
的
所
有
」
）

〔
「
生
産
者
に
よ
る
私
的
所
有
」
の
否
定
＝
第
一
の
否
定
〕

生
産
者
個
人
に
よ
る
私
的
所
有
（
「
自
分
の
労

働
に
も
と
づ
く
個
人
的
な
私
的
所
有
」
）

生
産
手
段

「
生
産
者
に
よ
る
個
人
的
所
有
」
の
再
建

「
生
産
者
（
＝
労
働
者
）
に
よ
る
個
人
的
所
有
」

は
否
定
さ
れ
る

生
産
者
に
よ
る
個
人
的
所
有

生
活
手
段



【
資
料
２
２
】
『
共
産
党
宣
言
』
で
の
社
会
変
革
の
目
標
の
定
式
化

「
共
産
主
義
の
特
徴
は
、
所
有
一
般
の
廃
止
で
な
く
て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
の
廃
止
で
あ
る
。

し
か
し
、
近
代
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
私
的
所
有
は
、
階
級
対
立
に
、
他
人
に
よ
る
人
の
搾
取
に
も
と
づ
い
た
、

生
産
物
の
生
産
及
び
取
得
の
、
最
後
の
、
か
つ
も
っ
と
も
完
成
し
た
表
現
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
、
共
産
主
義
者
は
、
自
分
の
理
論
を
一
つ
の
表
現
で
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
―
―
私
的
所
有
の

廃
止
。
」
（
マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』
一
八
四
八
年
、
古
典
選
書
シ
リ
ー
ズ
『
共
産
党
宣
言
／

共
産
主
義
の
諸
原
理
』
新
日
本
出
版
社
、
七
三
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
２
３
】
『
資
本
論
』
の
な
か
で
の
未
来
社
会
の
特
徴
づ
け

（
１
）
「
共
同
的
生
産
手
段
で
労
働
し
自
分
た
ち
の
多
く
の
個
人
的
労
働
力
を
自
覚
的
に
一
つ
の
社
会
的
労
働
力

と
し
て
支
出
す
る
自
由
な
人
々
の
連
合
体
」
（
第
一
部
第
一
篇
「
第
一
章

商
品
」
①
一
三
三
ペ
ー
ジ
、

上
製
版
Ⅰ
ａ
一
三
三
ペ
ー
ジ
）

（
２
）
「
社
会
的
生
活
過
程
の
、
す
な
わ
ち
物
質
的
生
産
過
程
の
姿
態
は
、
…
…
自
由
に
社
会
化
さ
れ
た
人
間
の

産
物
と
し
て
彼
ら
の
意
識
的
計
画
的
管
理
の
も
と
に
お
か
れ
る
」
（
同
前
、
①
一
三
五
ペ
ー
ジ
、
Ⅰ
ａ
一

三
五
ペ
ー
ジ
）

（
３
）
「
社
会
的
生
産
過
程
の
…
…
意
識
的
な
社
会
的
管
理
お
よ
び
規
制
」
（
第
一
部
第
四
篇
「
第
一
二
章

分

業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
」
③
六
一
八
ペ
ー
ジ
、
Ⅰ
ｂ
六
一
六
ペ
ー
ジ
）

（
４
）
「
共
産
主
義
社
会
」
（
第
一
部
第
四
篇
「
第
一
三
章

機
械
と
大
工
業
」
③
六
八
一
ペ
ー
ジ
、
Ⅰ
ｂ
六
七

九
ペ
ー
ジ
）

（
５
）
「
各
個
人
の
完
全
で
自
由
な
発
展
を
基
本
原
理
と
す
る
、
よ
り
高
度
な
社
会
形
態
」
（
第
一
部
第
七
篇

「
第
二
二
章

剰
余
価
値
の
資
本
へ
の
転
化
」
（
④
一
〇
一
六
ペ
ー
ジ
、
Ⅰ
ｂ
一
〇
一
二
ペ
ー
ジ
）

（
６
）
「
現
存
の
生
産
手
段
お
よ
び
労
働
力
に
よ
っ
て
直
接
的
か
つ
計
画
的
に
実
現
さ
れ
う
る
い
っ
そ
う
合
理
的

な
結
合
」
（
同
前
、
④
一
〇
四
七
ペ
ー
ジ
、
Ⅰ
ｂ
一
〇
四
三
ペ
ー
ジ
）

（
７
）
「
こ
の
否
定
〔
資
本
主
義
的
私
的
所
有
の
否
定
〕
は
、
…
…
資
本
主
義
時
代
の
成
果
、
す
な
わ
ち
、
協
業

と
、
土
地
の
共
有
な
ら
び
に
労
働
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
生
産
手
段
の
共
有
を
基
礎
と
す
る
個

人
的
所
有
を
再
建
す
る
」
（
第
一
部
第
七
篇
「
第
二
四
章

い
わ
ゆ
る
本
源
的
蓄
積
」
④
一
三
〇
六
ペ
ー

ジ
、
Ⅰ
ｂ
一
三
〇
一
ペ
ー
ジ
）

（
８
）
「
共
同
的
生
産
」
（
第
二
部
第
一
篇
「
第
六
章

流
通
費
」
⑤
二
一
一
ペ
ー
ジ
、
Ⅱ
二
一
四
ペ
ー
ジ
）

（
９
）
「
共
産
主
義
社
会
」
（
第
二
部
第
二
篇
「
第
一
六
章

可
変
資
本
の
回
転
」
⑥
四
九
七
ペ
ー
ジ
、
Ⅱ
五
〇

二
ペ
ー
ジ
）

（
10
）
「
社
会
的
〔
社
会
化
さ
れ
た
〕
生
産
」
（
第
二
部
第
三
篇
「
第
一
八
章

緒
論
」
⑦
五
六
六
ペ
ー
ジ
、
Ⅱ

五
七
一
ペ
ー
ジ
）

（
11
）
「
労
働
者
た
ち
が
自
分
自
身
の
勘
定
で
労
働
す
る
社
会
状
態
」
（
第
三
部
第
一
篇
「
第
五
章

不
変
資
本

の
使
用
に
お
け
る
節
約
」
⑧
一
四
二
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ａ
一
四
三
ペ
ー
ジ
）

（
12
）
「
人
間
社
会
の
意
識
的
な
再
構
成
」
（
同
前
、
⑧
一
五
〇
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ａ
一
五
一
ペ
ー
ジ
）

（
13
）
「
生
産
が
社
会
の
ま
え
も
っ
て
の
現
実
の
管
理
の
も
と
に
あ
る
」
社
会
（
第
三
部
第
二
篇
「
第
一
〇
章

競
争
に
よ
る
一
般
的
利
潤
率
の
均
等
化
。
…
…
」
⑨
三
二
一
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ａ
三
一
七
ペ
ー
ジ
）

（
14
）
「
生
産
者
た
ち
が
自
分
た
ち
の
生
産
を
ま
え
も
っ
て
作
成
し
た
計
画
に
従
っ
て
規
制
す
る
社
会
」
（
第
三

部
第
三
篇
「
第
一
五
章

こ
の
法
則
の
内
的
諸
矛
盾
の
展
開
」
⑨
四
四
五
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ａ
四
四
二
～
四
四

三
ペ
ー
ジ
）

（
15
）
「
資
本
〔
生
産
手
段
の
こ
と
―
―
引
用
者
〕
が
生
産
者
た
ち
の
所
有
に
、
た
だ
し
、
も
は
や
個
々
ば
ら
ば

ら
な
生
産
者
た
ち
の
私
的
所
有
と
し
て
の
所
有
で
は
な
く
、
結
合
し
た
生
産
者
で
あ
る
彼
ら
の
所
有
と
し
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て
の
、
直
接
的
な
社
会
的
所
有
と
し
て
の
所
有
に
」
転
化
す
る
。
こ
れ
と
と
も
に
、
「
こ
れ
ま
で
は
ま
だ

資
本
所
有
と
結
び
つ
い
て
い
た
再
生
産
過
程
上
の
す
べ
て
の
機
能
が
、
結
合
し
た
生
産
者
た
ち
の
単
な
る

諸
機
能
に
、
社
会
的
諸
機
能
に
、
転
化
す
る
」
（
第
三
部
第
五
篇
「
第
二
七
章

資
本
主
義
的
生
産
に
お

け
る
信
用
の
役
割
」
⑩
七
五
八
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ａ
七
五
八
ペ
ー
ジ
）

（
16
）
「
結
合
的
生
産
様
式
」
（
同
前
、
⑩
七
六
四
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ａ
七
六
四
ペ
ー
ジ
）

（
17
）
「
結
合
し
た
労
働
の
生
産
様
式
」
（
第
三
部
第
五
篇
「
第
三
六
章

資
本
主
義
以
前
〔
の
状
態
〕
」
⑪
一

〇
六
四
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ｂ
一
〇
六
九
ペ
ー
ジ
）

（
18
）
「
社
会
の
資
本
主
義
的
形
態
が
止
揚
さ
れ
て
、
社
会
が
意
識
的
か
つ
計
画
的
な
結
合
体
〔
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ

オ
ー
ン
〕
と
し
て
組
織
さ
れ
る
」
（
第
三
部
第
六
篇
「
第
三
九
章

差
額
地
代
Ⅰ
」
⑫
一
一
六
一
ペ
ー
ジ
、

Ⅲ
ｂ
一
一
六
七
ペ
ー
ジ
）

（
19
）
「
よ
り
高
度
の
経
済
的
社
会
構
成
体
」
（
第
三
部
第
六
篇
「
第
四
六
章

建
築
地
地
代
。
…
…
」
⑬
一
三

五
二
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ｂ
一
三
五
七
ペ
ー
ジ
）

（
20
）
「
社
会
化
さ
れ
た
人
間
、
結
合
し
た
生
産
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち
と
自
然
と
の
物
質
代
謝
」
を
「
合
理
的

に
規
制
し
、
自
分
た
ち
の
共
同
の
管
理
の
も
と
に
お
く
」
社
会
（
第
三
部
第
七
篇
「
第
四
八
章

三
位
一

体
的
定
式
」
⑬
一
四
三
五
ペ
ー
ジ
、
Ⅲ
ｂ
一
四
四
一
ペ
ー
ジ
）

（
不
破
哲
三
『
古
典
研
究

マ
ル
ク
ス
未
来
社
会
論
』
新
日
本
出
版
社
、
一
六
九
～
一
七
一
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
２
４
】
各
人
の
自
由
な
発
展
が
万
人
の
自
由
な
発
展
の
条
件
で
あ
る
連
合
体

「
階
級
お
よ
び
階
級
対
立
を
も
つ
古
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
社
会
の
代
わ
り
に
、
各
人
の
自
由
な
発
展
が
、
万
人
の

自
由
な
発
展
の
た
め
の
条
件
で
あ
る
連
合
体
〔
ア
ソ
ツ
ィ
ア
ツ
ィ
オ
ー
ン
〕
が
現
わ
れ
る
。
」
（
マ
ル
ク
ス
、
エ

ン
ゲ
ル
ス
『
共
産
党
宣
言
』
一
八
四
八
年
、
古
典
選
書
シ
リ
ー
ズ
『
共
産
党
宣
言
／
共
産
主
義
の
諸
原
理
』
新
日

本
出
版
社
、
八
六
ペ
ー
ジ
）

【
資
料
２
５
】
「
自
由
の
国
」
と
「
必
然
性
の
国
」

「
（
イ
）
自
由
の
国
は
、
事
実
、
窮
迫
と
外
的
な
目
的
へ
の
適
合
性
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
労
働
が
存
在
し

な
く
な
る
と
こ
ろ
で
、
は
じ
め
て
始
ま
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
当
然
に
、
本
来
の
物
質
的
生
産
の
領
域
の
彼

岸
に
あ
る
。

（
ロ
）
未
開
人
が
、
自
分
の
諸
欲
求
を
満
た
す
た
め
に
、
自
分
の
生
活
を
維
持
し
再
生
産
す
る
た
め
に
、
自
然

と
格
闘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
、
文
明
人
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
す
べ
て
の
社
会
諸
形

態
に
お
い
て
、
あ
り
う
べ
き
す
べ
て
の
生
産
諸
様
式
の
も
と
で
、
彼
〔
人
〕
は
、
そ
う
し
た
格
闘
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
彼
の
発
達
と
と
も
に
、
諸
欲
求
が
拡
大
す
る
た
め
、
自
然
的
必
然
性
の
こ
の
国
が
拡
大
す
る
。
し
か

し
同
時
に
、
こ
の
諸
欲
求
を
満
た
す
生
産
諸
力
も
拡
大
す
る
。

（
ハ
）
こ
の
領
域
に
お
け
る
自
由
は
、
た
だ
、
社
会
化
さ
れ
た
人
間
、
結
合
し
た
生
産
者
た
ち
が
、
自
分
た
ち

と
自
然
と
の
物
質
代
謝
に
よ
っ
て
―
―
盲
目
的
な
支
配
力
と
し
て
の
そ
れ
に
よ
っ
て
―
―
支
配
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
自
然
と
の
物
質
代
謝
を
合
理
的
に
規
制
し
、
自
分
た
ち
の
共
同
の
管
理
の
も
と
に
お
く
こ
と
、
す
な
わ

ち
、
最
小
の
力
の
支
出
で
、
み
ず
か
ら
の
人
間
性
に
も
っ
と
も
ふ
さ
わ
し
い
、
も
っ
と
も
適
合
し
た
諸
条
件
の
も

と
で
こ
の
物
質
代
謝
を
行
な
う
こ
と
、
こ
の
点
に
だ
け
あ
り
う
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
こ
れ
は
ま
だ
依
然
と
し

て
必
然
性
の
国
で
あ
る
。

（
ニ
）
こ
の
国
の
彼
岸
に
お
い
て
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
あ
る
と
さ
れ
る
人
間
の
力
の
発
達
が
、
真
の
自
由
の

国
が
―
―
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
、
自
己
の
基
礎
と
し
て
の
右
の
必
然
性
の
国
の
上
に
の
み
開
花
し
う
る
の

で
あ
る
が
―
―
始
ま
る
。
労
働
日
の
短
縮
が
根
本
条
件
で
あ
る
。
」
（
『
資
本
論
』
新
書
版
⑬
一
四
三
四
～
一
四

三
五
ペ
ー
ジ
、
上
製
版
Ⅲ
ｂ
一
四
四
〇
～
一
四
四
一
ペ
ー
ジ
。
（
イ
）
～
（
ニ
）
の
区
分
は
引
用
者
に
よ
る
）
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日
本
共
産
党
と
科
学
的
社
会
主
義

１
９
５
７
年

第
七
回
党
大
会

「
五
〇
年
問
題
」
を
自
主
的
に
総
括
し
、
自
主
独
立
の
立
場
を
確
立
。
同
時
に
、
武
装
闘
争
論
の
誤
り

も
明
ら
に
。
（
『
日
本
共
産
党
の
八
十
年
』
一
二
七
～
一
二
八
ペ
ー
ジ
）

１
９
６
１
年

第
八
回
党
大
会

綱
領
路
線
を
確
立
。
①
日
本
の
政
治
や
社
会
の
ど
ん
な
変
革
も
「
国
会
で
安
定
し
た
過
半
数
」
を
え
て

実
現
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
と
し
、
武
装
闘
争
方
針
や
強
力
革
命
論
を
明
確
に
退
け
る
こ
と
を
綱
領
上
明
ら

か
に
。
②
資
本
主
義
の
枠
内
で
の
民
主
的
変
革
の
方
針
。
③
社
会
の
段
階
的
発
展
の
見
地
を
つ
ら
ぬ
い
た

こ
と
。
④
政
府
の
問
題
で
も
、
民
主
的
な
変
革
を
全
面
的
に
や
り
と
げ
る
政
府
に
い
た
る
過
程
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
の
政
府
を
つ
く
る
こ
と
が
あ
り
う
る
と
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
発
展
の

す
べ
て
の
過
程
で
統
一
戦
線
と
連
合
政
権
に
依
拠
す
る
こ
と
を
一
貫
し
た
方
針
と
し
た
。
（
『
八
十
年
』

一
五
九
～
一
六
〇
ペ
ー
ジ
）

１
９
６
０
年
代

ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
を
具
体
的
に
分
析
し
、
「
各
個
撃
破
政
策
」
と
特
徴
づ
け
る
。

ソ
連
共
産
党
、
中
国
共
産
党
毛
沢
東
派
の
干
渉
と
の
た
た
か
い
。

１
９
６
７
年

論
文
「
極
左
日
和
見
主
義
者
の
中
傷
と
挑
発
」

レ
ー
ニ
ン
『
国
家
と
革
命
』
の
言
説
を
絶
対
化
し
て
、
議
会
活
動
の
否
定
、
中
国
式
「
人
民
戦
争
」
論

を
押
し
つ
け
る
議
論
を
批
判
。
マ
ル
ク
ス
い
ら
い
の
科
学
的
社
会
主
義
の
理
論
と
運
動
の
な
か
に
、
民
主

的
議
会
を
か
ち
と
り
、
そ
の
も
と
で
「
議
会
の
多
数
を
得
て
の
革
命
」
を
す
す
め
る
方
針
が
一
貫
し
て
流

れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
『
八
十
年
』
一
九
三
ペ
ー
ジ
）

１
９
６
８
年

ソ
連
な
ど
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
侵
略

民
族
自
決
権
の
擁
護
が
科
学
的
社
会
主
義
の
原
則
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
、
ソ
連
な
ど
の
行
為
は
そ
れ

を
ふ
み
に
じ
る
決
定
的
な
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
批
判
。
同
時
に
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
社
会
主
義

の
も
と
で
の
民
主
主
義
の
あ
り
方
に
つ
い
て
探
求
を
本
格
的
に
開
始
。
一
九
六
九
年
三
月
、
社
会
主
義
政

権
に
お
い
て
も
、
反
対
政
党
を
ふ
く
む
複
数
政
党
制
を
と
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
（
『
八
十
年
』
一

九
七
ペ
ー
ジ
）

１
９
７
０
年

第
一
一
回
党
大
会

「
進
ん
だ
資
本
主
義
国
の
革
命
」
は
「
新
し
い
、
人
類
の
偉
大
な
摸
索
と
実
践
の
分
野
」
で
あ
り
「
新

し
い
複
雑
性
と
と
も
に
新
し
い
可
能
性
」
が
あ
る
こ
と
を
強
調
。
複
数
政
党
制
、
選
挙
の
結
果
に
よ
る
政

権
交
代
制
を
と
る
こ
と
な
ど
、
い
っ
そ
う
明
確
に
。
（
『
八
十
年
』
一
九
七
ペ
ー
ジ
）

１
９
７
４
年
10
月

未
来
社
会
に
お
い
て
党
と
国
家
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
科
学
的
社
会
主
義
を
「
国
定
の
哲
学
」

に
す
る
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
見
解
を
発
表
。

１
９
７
５
年
12
月

第
七
回
中
央
委
員
会
総
会
（
第
一
二
回
党
大
会
）
決
議
「
宗
教
に
つ
い
て
の
日
本
共
産
党
の

見
解
と
態
度
」

１
９
７
６
年

第
一
三
回
臨
時
党
大
会

「
自
由
と
民
主
主
義
の
宣
言
」
を
採
択
。
自
由
と
民
主
主
義
の
全
面
的
で
本
格
的
な
発
展
こ
そ
が
、
マ

ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
以
来
の
本
来
の
科
学
的
社
会
主
義
の
立
場
で
あ
る
こ
と
を
解
明
。
そ
の
な
か
で
、

社
会
主
義
の
未
来
に
お
い
て
、
市
場
経
済
を
活
用
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
。
同
時
に
、
こ
の
大
会
で
、

科
学
的
社
会
主
義
の
呼
称
問
題
に
つ
い
て
、
「
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
」
の
呼
称
を
や
め
科
学
的
社

会
主
義
と
す
る
こ
と
を
決
め
る
。

１
９
８
０
年

第
一
五
回
党
大
会
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発
達
し
た
資
本
主
義
が
社
会
主
義
に
ひ
き
つ
ぐ
べ
き
歴
史
的
遺
産
と
し
て
、
マ
ル
ク
ス
が
高
度
の
物
質

的
生
産
力
と
と
も
に
人
間
の
「
個
性
」
の
発
展
の
諸
条
件
を
あ
げ
た
こ
と
を
解
明
。

１
９
８
５
年

第
一
七
回
党
大
会

綱
領
を
一
部
改
正
し
、
「
覇
権
主
義
の
克
服
」
を
綱
領
上
の
課
題
と
し
て
明
記
す
る
と
と
も
に
、
「
資

本
主
義
の
全
般
的
危
機
」
と
い
う
誤
っ
た
規
定
を
削
除
。

１
９
９
１
年

ソ
連
共
産
党
の
解
散
に
た
い
し
て
、
「
大
国
主
義
・
覇
権
主
義
の
歴
史
的
巨
悪
の
党
の
終
焉
を
歓

迎
す
る
」
と
の
常
幹
声
明
を
発
表

同
12
月
、
常
幹
声
明
で
、
科
学
的
社
会
主
義
の
運
動
と
し
て
自
主
的
に
発
展
す
る
た
め
に
は
、
①
覇
権
主
義
と

そ
れ
へ
の
追
従
の
あ
ら
ゆ
る
傾
向
を
根
本
的
に
清
算
す
る
こ
と
、
②
「
共
産
主
義
・
社
会
主
義
崩
壊
」
論

の
誤
り
に
反
対
す
る
こ
と
、
③
科
学
的
社
会
主
義
の
学
説
を
生
き
た
指
針
と
し
て
社
会
の
法
則
的
な
発
展

を
促
進
す
る
立
場
を
つ
ら
ぬ
く
こ
と
、
と
い
う
「
三
つ
の
基
準
」
を
提
起
。

１
９
９
４
年

第
二
〇
回
党
大
会

綱
領
を
一
部
改
定
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
以
後
の
旧
ソ
連
社
会
が
、
社
会
主
義
社
会
で
も
、
そ
れ
へ
の
過
渡

期
の
社
会
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
党
の
認
識
の
到
達
点
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
（
『
八
十

年
』
二
八
七
ペ
ー
ジ
）

こ
の
間
の
日
本
共
産
党
の
理
論
的
探
究
に
つ
い
て

１
９
９
６
～
１
９
９
７
年

不
破
哲
三
『
エ
ン
ゲ
ル
ス
と
「
資
本
論
」
』
の
連
載
・
刊
行

１
９
９
７
～
２
０
０
１
年

不
破
哲
三
『
レ
ー
ニ
ン
と
「
資
本
論
」
』
の
連
載
・
刊
行

１
９
９
９
年

７
月

不
破
委
員
長
、
党
創
立
七
七
周
年
記
念
講
演
「
現
代
史
の
な
か
で
日
本
共
産
党
を
考
え
る
」
の
な
か
で
、

「
科
学
的
社
会
主
義
を
ど
う
い
う
立
場
で
と
ら
え
、
発
展
さ
せ
る
か
」
、
レ
ー
ニ
ン
の
理
論
の
「
全
面

的
な
再
吟
味
」
を
提
起
。

２
０
０
０
年

１
月

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
世
紀
の
転
換
点
に
立
っ
て
―
―
日
本
共
産
党
の
理
論
的
な
立
場
」
（
『
世
紀
の

転
換
点
に
立
っ
て
』
に
収
録
）

11
月

第
二
二
回
党
大
会
で
党
規
約
改
定

２
０
０
１
年

１
月

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
二
一
世
紀
を
展
望
し
て
―
―
国
際
交
流
の
な
か
で
、
日
本
共
産
党
の
政
策
と
理

論
を
見
る
」
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
『
一
九
一
七
年
・
「
国
家
と
革
命
」
』
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
世
紀
の

転
換
点
に
立
っ
て
』
に
収
録
）

不
破
議
長
が
中
央
党
学
校
で
講
義
（
『
科
学
的
社
会
主
義
を
学
ぶ
』
『
日
本
共
産
党
綱
領
を
読
む
』
と

し
て
刊
行
）

11
月

赤
旗
ま
つ
り
講
演
「
二
一
世
紀
と
『
科
学
の
目
』
」
（
同
名
単
行
本
に
収
録
）

２
０
０
２
年

１
月

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
「
二
一
世
紀
は
ど
ん
な
時
代
に
な
る
か
」
（
『
二
一
世
紀
は
ど
ん
な
時
代
に
な
る

か
』
に
収
録
）

１
～
12
月

党
本
部
で
不
破
議
長
を
講
師
に
「
代
々
木
『
資
本
論
』
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
を
開
催
（
そ
の
後
『
「
資
本

論
」
全
三
部
を
読
む
』
と
し
て
刊
行
）

１
～
10
月

『
経
済
』
誌
上
で
「
マ
ル
ク
ス
と
『
資
本
論
』
―
―
再
生
産
論
と
恐
慌
」
を
連
載
（
二
〇
〇
三
年
に

同
名
単
行
本
と
し
て
刊
行
）

２
月

東
京
「
青
年
の
つ
ど
い
」
で
講
演
「
二
一
世
紀
を
、
志
を
も
っ
て
生
き
よ
う
」
（
『
二
一
世
紀
は
ど
ん
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な
時
代
に
な
る
か
』
に
収
録
）

４
月

広
島
と
大
阪
で
講
演
「
二
一
世
紀
に
『
資
本
論
』
を
読
む
」
（
『
二
つ
の
世
紀
と
日
本
共
産
党
』
に
収

録
）

５
月

講
演
「
激
動
の
世
紀
の
出
発
点
に
立
っ
て
」
（
同
前
）

８
月

不
破
議
長
が
中
国
を
訪
問
、
学
術
講
演
「
レ
ー
ニ
ン
と
市
場
経
済
」
（
『
北
京
の
五
日
間
』
、
『
「
資

本
論
」
全
三
部
を
読
む
』
第
一
冊
に
収
録
）

11
月

赤
旗
ま
つ
り
講
演
「
ふ
た
た
び
『
科
学
の
目
』
を
語
る
―
―
二
一
世
紀
の
資
本
主
義
と
社
会
主
義
」

（
同
名
単
行
本
に
収
録
）

２
０
０
３
年

６
月

第
七
回
中
央
委
員
会
総
会
、
綱
領
改
定
案
を
提
案
。

８
月

党
本
部
の
学
習
会
で
講
義
「
『
ゴ
ー
タ
綱
領
批
判
』
の
読
み
方
」
（
『
古
典
研
究

マ
ル
ク
ス
未
来
社

会
論
』
に
収
録
）

２
０
０
４
年

１
月

第
二
三
回
党
大
会
、
新
し
い
綱
領
を
決
定
。

２
月

全
国
都
道
府
県
学
習
・
教
育
部
長
会
議
で
講
義
。
そ
の
一
部
を
整
理
し
て
「
『
資
本
論
』
の
な
か
の
未

来
社
会
論
―
―
綱
領
の
諸
規
定
の
原
理
的
な
根
拠
を
探
る
」
と
し
て
発
表
（
『
古
典
研
究

マ
ル
ク
ス

未
来
社
会
論
』
に
収
録
）

民
青
同
盟
全
国
大
会
で
講
演
「
新
し
い
世
紀
と
新
し
い
綱
領
」
（
『
報
告
集

日
本
共
産
党
綱
領
』
に

収
録
）

３
月

中
央
党
学
校
で
綱
領
講
義
（
一
二
月
に
『
新
・
日
本
共
産
党
綱
領
を
読
む
』
と
し
て
刊
行
）

７
月

『
レ
ー
ニ
ン
と
「
資
本
論
」
』
か
ら
レ
ー
ニ
ン
の
革
命
論
の
問
題
点
を
検
討
し
た
二
つ
の
章
を
と
り
だ

し
、
『
古
典
研
究

議
会
の
多
数
を
得
て
の
革
命
』
と
し
て
刊
行

10
、
11
月

仙
台
、
東
京
で
『
資
本
論
』
に
つ
い
て
講
演
（
「
二
一
世
紀
・
『
資
本
論
』
の
す
す
め
」
と
し
て
、

『
前
衛
』
二
〇
〇
五
年
二
、
三
月
号
に
掲
載
）

２
０
０
５
年

２
月

党
綱
領
幹
部
学
習
会
で
講
義
「
党
綱
領
の
理
論
上
の
突
破
点
に
つ
い
て
」
（
同
名
単
行
本
と
し
て
刊
行
）

４
月

日
本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会
主
催
の
集
会
で
講
演
「
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
―
―
い
ま
こ
の
世
界
を
ど
う
見
る
か
」
（
同
名
単
行
本
と
し
て
刊
行
）

５
月

京
都
大
学
の
新
入
生
歓
迎
講
演
会
で
「
こ
れ
か
ら
の
時
代
と
世
界
の
こ
と
、
学
問
の
こ
と
」
と
題
し
て

講
演
（
民
青
同
盟
か
ら
同
名
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
し
て
刊
行
、
『
日
本
の
前
途
を
考
え
る
』
に
収
録
）

12
月

中
国
共
産
党
代
表
団
が
来
日
、
四
日
間
に
わ
た
っ
て
理
論
交
流
（
『
二
一
世
紀
の
世
界
と
社
会
主
義
』

と
し
て
刊
行
）

２
０
０
６
年

５
月

中
国
共
産
党
と
の
理
論
交
流
で
訪
中
、
中
国
社
会
科
学
院
で
学
術
講
演
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
二
一
世
紀

の
世
界
」
（
『
「
科
学
の
目
」
講
座

い
ま
世
界
が
お
も
し
ろ
い
』
所
収
）

『
月
刊
学
習
』
誌
上
で
、
講
座
「
古
典
へ
の
招
待
」
の
連
載
始
ま
る
（
現
在
も
連
載
中
）
。

８
月

特
別
党
学
校
で
党
史
の
講
義
（
一
一
月
、
『
日
本
共
産
党
史
を
語
る
』
上
下
、
と
し
て
刊
行
）

10
月

中
国
社
会
科
学
院
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
院
と
理
論
交
流
。
そ
の
冒
頭
で
「
科
学
的
社
会
主
義
の
学
説
の

研
究
方
法
に
つ
い
て
」
を
発
言
（
『
い
ま
世
界
が
お
も
し
ろ
い
』
所
収
）

11
月

赤
旗
ま
つ
り
「
科
学
の
目
」
講
座
で
講
演
「
い
ま
世
界
が
お
も
し
ろ
い
」
（
同
前
）

12
月

党
本
部
で
科
学
的
社
会
主
義
研
究
講
座
「
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
論
」
を
開
催
。
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マルクス、エンゲルス関連年表

18
世
紀

1776 アメリカ独立宣言

1772 ワット、複動式蒸気機関

1789 フランス革命、「人権宣言」

19
世
紀

1818 マルクス生まれる

1820 エンゲルス生まれる

1844 マルクスとエンゲルス、理論上の一致を確

認

1848 『共産党宣言』

1859 マルクス『経済学批判 第１分冊』

1867 マルクス『資本論』第１部（初版）

1872 マルクス『資本論」第１部（第２版）

同フランス語版（～75）

1875 マルクス「ゴータ綱領批判」

1877 エンゲルス『反デューリング論』

1880 エンゲルス『空想から科学へ』

1883 マルクス死す

1885 エンゲルス編集で『資本論』第２部刊行

1894 エンゲルス編集で『資本論』第３部刊行

1895 エンゲルス死す

1847 共産主義者同盟第１回大会

1864 国際労働者協会（第１インタナショナル）

創立。マルクスが創立宣言、規約を起草

1875 ドイツ社会主義労働党結成

1889 第２インタナショナル創立

1810年代 イギリスでラダイト運動（機

械打ち壊し）

1831 仏・リオンで最初の労働者蜂起

1834～42 英・チャーティスト運動

1848～49 ヨーロッパ革命

1868 日本、明治維新

1871 パリ・コミューン
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17
世
紀

ペティ（1623～1687）
ケネー（1694～1774）

1640 イギリス市民革命

18
世
紀

スミス（1723～1790）

リカードウ（1772～1823）
1776 スミス『国富論』

サン‐シモン（1760～1825）

オウエン（1771～1858）
フーリエ（1772～1837）

カント（1724～1804）

ヘーゲル（1770～1831） 1776 アメリカ独立
1782 ワット、複動式蒸気

機関
1789 フランス革命

19
世
紀

1817 リカードウ『経済学および
課税の原理』

1802 サン‐シモン『ジュネー
ブの一住民の手紙』

1808 フーリエ『四運動の理論』
1817 オウエン、共産主義村の

「計画」を発表

フォイエルバッハ（1804～187
2）

1821 ヘーゲル『法の哲学』

1841 フォイエルバッハ『キ
リスト教の本質』

1831 仏・リヨンで最初の
労働者蜂起

1838～42 英・チャーティ
スト運動

1848～49 ヨーロッパ革命

1871 パリ・コミューン

古典派経済学

空想的社会主義

ドイツ古典哲学

年表 科学的社会主義の３つの源泉とマルクス、エンゲルス

マルクス（1818～1883）
エンゲルス（1820～1895）

1848 『共産党宣言』

1867 『資本論』第1部


